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り
に
異
国
の
聴
覚
芸
能
を
鑑
賞
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
難
し
い
。
当
時
、

中
国
に
居
住
す
る
外
国
人
で
、
そ
れ
も
方
言
の
話
芸
を
味
わ
え
る
者
は
、

僅
少
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。
地
方
劇
も
方
言
だ
が
、
扮
装
し
仕
草
が
あ
る
か

ら
、
は
る
か
に
理
解
し
や
す
い
。
話
芸
は
ま
ず
当
地
の
常
識
、
風
俗
・
習

慣
、
な
に
よ
り
も
現
地
の
方
言
を
解
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
俗

語
・
諺
・
洒
落
言
葉
を
知
っ
て
こ
そ
、
響
き
の
良
い
美
声
を
楽
し
め
る
。

約
百
年
前
、
そ
う
し
た
中
国
の
庶
民
文
化
に
切
り
込
ん
で
、
一
人
の
日
本

人
が
地
方
話
芸
の
世
界
を
記
述
し
た
こ
と
に
喜
び
を
覚
え
る
の
で
あ
る
。

話
芸
は
音
楽
と
同
じ
聴
覚
芸
術
に
属
す
が
、
そ
の
地
域
に
し
か
通
用
し

な
い
地
方
性
聴
覚
非
文
字
文
化
で
、
い
わ
ば
地
域
に
閉
ざ
さ
れ
た
芸
能
で

は
し
が
き

井
上
進
が
紅
梅
の
筆
名
で
上
梓
し
た
『
支
那
風
俗
』
上
中
下
巻
は
、
当

時
の
上
海
を
中
心
に
し
た
江
南
の
「
飲
む
・
打
つ
・
買
う
・
食
・
芸
能
」

と
、
そ
の
内
容
は
「
大
道
楽
」
の
多
岐
に
亘
っ
て
い
て
、
中
国
人
の
庶
民

生
活
に
密
着
し
た
情
報
が
満
載
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
筆
者
の
興
味
を
惹

い
た
の
は
、
民
国
十
年
（
一
九
二
一
）
出
版
の
下
巻
に
「
支
那
講
談
」（
二

～
三
三
頁
）
と
題
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
江
南
の
語
り
物
に
つ
い
て
述
べ
て

い
る
一
章
で
あ
る
。
芝
居
と
違
い
、
外
国
人
が
主
と
し
て
聴
覚
だ
け
を
頼

井
上
紅
梅
筆
下
の
中
国
江
南
に
お
け
る
語
り
物
と
芸
人

吉
川
良
和
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あ
る
。
反
面
、
そ
の
地
域
の
者
は
誰
し
も
享
受
で
き
る
。
そ
れ
は
不
断
に

音
声
言
語
の
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
発
展
さ
せ
て
き
た
。
と
り
わ
け
往
時
に

お
い
て
、
人
々
は
そ
れ
で
言
語
生
活
を
豊
か
に
し
、
社
会
常
識
や
処
世
術

を
も
学
ん
だ
。
そ
れ
故
、
話
芸
の
芸
人
を
「
先
生
」
と
称
し
、
庶
民
に
は

人
生
の
教
師
の
役
割
も
果
た
し
て
い
た
。

さ
て
、
井
上
紅
梅
が
述
べ
て
い
る
の
は
、
評
話
（
講
談
）
と
弾
詞
（
浄

瑠
璃
・
浪
花
節
の
類
）、
す
な
わ
ち
蘇
州
を
発
祥
地
と
す
る
「
評
弾
」
と

総
称
さ
れ
る
、
中
国
を
代
表
す
る
語
り
物
の
諸
事
で
あ
る
。
紅
梅
が
記
し

た
民
国
初
期
は
、
す
で
に
上
海
に
進
出
し
て
隆
盛
期
に
あ
っ
た
。
そ
れ

で
、
紅
梅
も
興
味
を
懐
い
た
の
だ
ろ
う
。
同
時
に
、
こ
の
時
期
は
以
後
の

評
弾
の
錚
々
た
る
名
人
上
手
を
輩
出
す
る
黄
金
時
代
以
前
に
当
た
る
。
彼

は
評
弾
の
専
門
家
で
は
な
い
の
で
、
歴
史
的
な
こ
と
や
専
門
的
事
柄
は
、

な
に
か
参
考
に
し
た
も
の
が
あ
っ
た
は
ず
だ
。
明
確
に
判
る
の
は
、「
説

書
閑
評
」（
一
九
一
九
）
（
１
）

で
、
そ
の
一
部
か
ら
引
い
て
翻
訳
し
て
い
る
。

要
す
る
に
、
参
考
書
と
自
分
の
見
聞
し
た
情
報
を
根
拠
に
し
、
さ
ら
に
自

分
の
評
を
加
え
て
い
る
の
だ
が
、
重
要
な
の
は
そ
れ
が
当
時
の
あ
る
程
度

共
通
認
識
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
だ
。
そ
こ
に
こ
の
「
支
那
講
談
」
の
価
値

が
あ
る
。
音
声
言
語
芸
能
は
文
字
と
違
い
、
現
実
に
対
す
る
細
か
い
観
察

と
思
考
を
経
て
、
多
角
的
に
微
に
入
り
細
を
穿
っ
た
言
語
の
妙
を
、
饒
舌

に
尽
く
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
蘇
州
の
説
書
（
後
述
）
は
と
り
わ
け
優

れ
て
い
る
と
定
評
が
あ
り
、
こ
れ
ぞ
文
字
に
無
縁
の
民
衆
の
言
語
生
活
を

育
ん
で
き
た
非
文
字
文
化
の
精
髄
の
一
つ
と
い
え
る
。
だ
が
、
文
字
で
中

国
文
化
を
受
容
し
て
き
た
わ
が
国
で
は
、
中
国
の
非
文
字
文
化
に
対
す
る

研
究
が
必
ず
し
も
十
分
と
は
い
え
な
い
。
と
り
わ
け
、
話
芸
の
よ
う
な
音

声
言
語
芸
能
の
研
究
は
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
き
た
。
そ
う
い
っ
た
状
況
か

ら
、
紅
梅
の
記
述
は
日
本
人
が
正
面
か
ら
全
面
的
に
書
き
及
ん
だ
も
の
と

し
て
、
大
い
に
意
義
深
い
。

昨
今
の
評
弾
研
究
に
は
、
や
は
り
中
国
大
陸
の
歴
史
観
や
価
値
観
と
い

う
篩
に
掛
け
ら
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
点
、
こ
の
史
料
は
当
時

の
評
弾
界
と
利
害
関
係
の
な
か
っ
た
異
国
人
紅
梅
の
書
い
た
、
民
国
初
期

の
評
弾
界
の
一
面
・
裏
面
を
知
る
貴
重
な
一
次
史
料
と
し
て
の
意
義
を
有

し
て
い
る
。
拙
稿
は
、
近
年
の
研
究
成
果
や
芸
人
の
回
想
の
客
観
的
な
記

述
を
参
考
に
、
紅
梅
が
当
時
知
り
得
た
評
弾
に
関
す
る
情
報
の
整
理
、
意

味
す
る
内
容
、
誤
り
の
訂
正
な
ど
を
行
わ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

当
時
、
語
り
物
は
江
南
で
「
説
書
」
と
称
し
た
。
こ
の
「
書
」
は
「
物

語
」
と
「
物
語
る
」
と
い
う
双
方
の
意
味
を
も
つ
芸
能
用
語
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
舞
台
は
「
書
台
」、
話
芸
は
「
書
芸
」、
演
目
は
「
書
目
」、
一
席

は
「
一
回
書
」、
代
演
は
「
代
書
」、
作
る
の
は
「
編
書
」、
業
界
は
「
書

壇
」
等
々
で
あ
る
。
知
識
人
を
「
読
書
人
」
と
い
う
が
、
物
語
を
聴
く
こ

と
は
「
聴
書
」
で
庶
民
が
読
書
同
様
に
情
報
を
得
る
手
段
で
あ
っ
た
。
拙
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稿
で
は
、
演
ず
る
場
所
「
書
場
」、
語
る
こ
と
「
説
書
」
と
い
う
語
を
、

そ
の
ま
ま
使
用
す
る
。
紅
梅
の
稿
は
、
校
正
が
不
十
分
で
あ
っ
た
の
か
、

誤
字
・
脱
字
・
宛
字
が
あ
り
、
ま
た
中
国
語
の
ル
ビ
は
呉
語
訛
り
の
発
音

を
基
礎
に
振
っ
て
い
る
。
だ
が
、
拙
稿
で
は
明
ら
か
な
誤
字
も
、
紅
梅
の

原
文
・
原
語
・（　

）
内
の
割
り
注
と
と
も
に
特
に
太
字
で
表
記
し
、
拙

稿
の
文
と
（　

）
は
細
字
で
区
別
し
た
。
予
め
ご
了
解
願
い
た
い
。

一　

上
演
場
所
に
つ
い
て
（
原
題
「
寄
席
と
藝
人
」）

　
　

二
～
四
頁

紅
梅
は
ま
ず
、
書
場
を
紹
介
す
る
。
曹
鳳
漁
に
よ
る
と
、
評
弾
の
本

場
・
蘇
州
で
は
、
茶
屋
の
喫
茶
室
に
舞
台
を
設
け
て
演
じ
始
め
、
後
に
朝

は
喫
茶
だ
け
で
、
昼
と
夜
の
二
部
に
分
か
れ
て
語
ら
れ
た（
２
）。
大
き
な
所
は

二
百
人
余
り
、
小
さ
い
所
は
百
人
弱
が
聴
い
た
。
当
初
は
従
業
員
が
入
場

料
の
銅
銭
の
孔
に
鉄
の
細
棒
を
通
し
て
集
め
た
が
、
や
が
て
書
場
名
と
番

号
を
記
し
た
竹
の
細
棒
「
竹
籤
」
を
入
場
券
と
し
た
と
い
う（
３
）。
上
海
の
お

茶
屋
の
喫
茶
軽
食
の
「
茶
楼
書
場
」、
説
書
専
門
の
「
清
書
場
」
（
４
）、

さ
ら
に

十
数
台
の
ベ
ン
チ
を
並
べ
る
、
露
天
の
語
り
も
あ
っ
た（
５
）。
そ
れ
と
は
別

に
、
屋
敷
な
ど
に
招
か
れ
る
「
堂
会
」
が
あ
る
。
客
層
が
上
流
階
級
な
の

で
、
卑
猥
な
言
葉
、
下
品
な
芸
や
筋
道
の
通
ら
な
い
説
書
は
で
き
な
い（
６
）。

紅
梅
が
い
う
よ
う
に
、
祝
儀
は
書
場
の
四
分
の
一
増
し
だ
っ
た
か
ら
、
堂

会
は
芸
人
に
と
っ
て
ご
褒
美
の
品
も
貰
え
る
あ
り
が
た
い
も
の
だ
っ
た
。

そ
の
他
に
、
紅
梅
が
挙
げ
る
「
新
世
界
」
や
「
大
世
界
」
な
ど
、
二
十

世
紀
の
上
海
に
現
れ
た
遊
園
地
や
百
貨
店
内
の
演
芸
場
で
の
上
演
が
あ

る
。
倪
萍
倩
は
芝
居
か
ら
演
芸
を
や
る
総
合
娯
楽
場
を
「
遊
芸
場
書
場
」

と
称
す
る
。
そ
こ
で
は
、「
揚
州
・
鎮
江
の
六ロ
ー
シ
ェ
ー書
（
揚
州
弾
詞
？
）」「
紹

興
の
平ピ
ン
チ
ョ
ー調

（
紹
興
平
胡
調
の
こ
と
で
、
晩
清
に
流
行
し
た
語
り
物
）」
や

「
北
京
の
楽ロ
ー
ツ
ー子

（
恐
ら
く
「
彩
扮
蓮
花
落
」
の
こ
と
だ
ろ
う
。
銅
銭
付
き

の
竹
棒
と
小
ド
ラ
の
伴
奏
で
簡
単
に
扮
装
す
る
「
に
わ
か
芝
居
」
の
類
だ

ろ
う
）、「
天
津
の
太タ
ア
ク
ー鼓

（
正
確
に
は
「
大
鼓
」
と
書
き
、
太
鼓
を
打
ち
な

が
ら
主
に
大
三
弦
を
伴
奏
に
演
唱
す
る
。
天
津
だ
け
で
な
く
北
京
も
有

名
）」
な
ど
、
よ
そ
か
ら
上
海
に
来
た
聴
衆
に
も
各
地
の
語
り
物
を
聴
か

せ
た
。「
灘タ
ン
ワ
ン簧

に
は
蘇
州
・
上
海
・
寧
波
の
三
種
あ
っ
て
一
組
、
五
名
乃

至
七
名
で
高
坐
に
上
り
箏
、
琵
琶
、
調チ
ョ
ウ
バ
ン板
（
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
）、
胡
弓
な

ど
を
賑
や
か
囃
し
、
囃
し
止
ん
だ
時
に
は
男
女
の
身
振
り
や
声
色
を
つ
か

ひ
、
諧
謔
を
交
じ
え
」
る
と
、
流
行
し
て
い
た
「
灘
簧
」
の
形
態
を
紹
介

し
て
い
る
。
紅
梅
が
ま
ず
総
合
演
芸
場
を
挙
げ
た
の
は
、
純
粋
書
場
が
日

本
人
に
は
敷
居
が
高
か
っ
た
の
で
、
自
身
も
よ
く
通
っ
て
い
た
か
ら
だ
ろ

う
。倪

萍
倩
は
さ
ら
に
「
上
海
書
場
發
展
概
況
」
（
４
）

で
、
禁
止
さ
れ
た
阿
片
吸



井上紅梅筆下の中国江南における語り物と芸人— 313 —

引
場
を
改
業
し
た
「
搶
舗
蓋
書
場
」、
下
層
民
の
廉
価
な
「
翻
牌
書
場
」、

娼
妓
の
素
語
り
場
を
改
業
し
た
「
清
唱
書
場
」
（
７
）

等
々
と
、
書
場
を
分
類

し
て
い
る
。

さ
て
、
紅
梅
は
一
九
二
一
年
ま
で
の
上
海
の
書
場
を
二
十
六
軒
挙
げ
て

い
る
が
、
そ
の
営
業
地
点
を
紅
梅
の
当
時
と
倪
萍
倩
の
現
今
の
地
名
を
並

記
し
、
ま
た
倪
の
分
類
法
で
分
け
て
み
よ
う
（
番
号
は
紅
梅
が
列
挙
し
た

順
番
、（　
　

）
内
は
『
評
弾
文
化
詞
典
』
（
８
）

附
録
「
上
海
書
場
一
覧
表
」

ｐ
453
～
461
（
以
下
「
表
」
と
簡
写
）
に
出
て
い
る
営
業
年
間
と
地
点
を
示

す
）。｛

茶
楼
書
場
｝

９
▼
聘
楽
園
（
福
州
路 

青
蓮
閣
後 

西
合
興
里
・
福
州
路
）（
一
八

七
五
年
～
一
九
〇
八
年
）

13
▼
小
雲
台
（
広
東
路
恭
順
昌
衖
・
福
建
路
）（
一
八
七
五
年
～
一

九
〇
八
年
）
＊
小
雲
台
は
光
緒
年
間
か
ら
あ
り
、
移
転
し
た
可
能
性

が
あ
る
。

17
▼
鳳
鳴
園
（
新
閘
路
―
派
克
路
口
・
新
閘
路
）（
一
八
九
〇
年
～

一
九
八
五
年
）
＊
倪
萍
倩
と
「
表
」（
新
閘
路
二
四
八
号
）
は
同
じ

地
点
で
「
鳳
鳴
台
」
と
す
る
。

24
▼
第
一
楼
（
城
内
邑
廟
後
）
＊
倪
萍
倩
が
清
代
か
ら
の
旧
書
場
と

し
、
地
点
を
「
九
畝
地
」
と
記
し
た
の
を
「
表
」
と
照
合
す
る
と

「
第
一
層
」
が
目
に
入
り
、
そ
こ
に
は
（
一
八
八
九
年
以
前
～
一
九

二
〇
年
以
後
）
と
営
業
年
を
記
し
、
さ
ら
に
地
点
を
「
清
代
か
ら
の

旧
書
場
。
南
市
邑
廟
後
側
九
畝
田
」
と
あ
る
か
ら
、「
第
一
楼
」
の

誤
写
で
あ
ろ
う
（「
地
」
と
「
田
」
は
上
海
語
音
が
近
似
）。

｛
清
書
場
｝

８
▼
楼
外
楼
（
湖
北
路
―
南
京
路
口
・
南
京
路
）（
一
九
一
一
年

～
？
）（
九
江
路
湖
北
路
口
）
＊
「
表
」
で
は
「
遊
芸
場
書
場
」
に

入
れ
て
い
る
。

15
▼
文
明
滙
泉
楼
（
福
建
路
聚
星
・
福
建
路
）（
一
八
九
〇
年
～
一

九
六
二
年
）

22
▼
春
風
得
意
楼
（
邑
廟
内
・
邑
廟
）（
一
九
〇
八
年
以
前
～
一
九

六
一
年
）（
豫
園
路
二
六
八
号
）

23
▼
康
園
（
城
内
福
佑
路
十
七
号
・
福
佑
路
）（
一
九
一
八
年
頃
）

＊
倪
萍
倩
は
「
康
楽
」
と
す
る
が
、「
表
」
は
「
康
園
」
で
住
所
も

同
じ
。

25
▼
群
賢
百
花
楼
（
城
内
豫
園
・
邑
廟
豫
園
内
）（
一
九
一
八
年
頃
）

＊
倪
萍
倩
は
一
九
三
〇
年
以
降
に
「
百
花
庁
（
新
城
隍
廟
）」
を
挙

げ
て
い
る
の
で
、
あ
る
い
は
本
来
の
「
群
賢
」
の
後
身
か
。

｛
清
唱
書
場
｝
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11
▼
飛
丹
閣
（
福
州
路
―
胡
家
宅
・
福
州
路
）（
一
八
九
〇
年
頃
）

＊
「
表
」
で
は
石
路
（
福
建
中
路
）
と
あ
る
。『
上
海
案
内
』
（
７
）

に

あ
っ
た
「
小
広
寒
」
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

｛
搶
舗
蓋
書
場
｝

10
▼
一
言
楼
（
広
東
路
―
浙
江
路
口
・
六
馬
路
）（
一
九
〇
〇
年
～

一
九
〇
八
年
）（
北
海
路
）

｛
遊
芸
場
書
場
｝

１
▼
大
世
界
（
愛
多
亜
路
・
延
安
中
路
）（
一
九
一
八
年
～
一
九
六

六
年
）（
西
蔵
南
路
一
号
）
＊
「
表
」
で
は
七
か
所
で
南
北
の
語
り

物
を
上
演
し
た
と
あ
る
。

２
▼
新
世
界
（
泥
城
橋
・
西
蔵
路
）（
一
九
一
五
年
～
一
九
三
六
年
）

（
大
馬
路
虞
洽
卿
路
口
・
南
京
路
西
蔵
路
口
）
＊
「
表
」
で
は
「
玻

璃
花
園
書
場
」
と
い
う
名
で
座
席
は
二
百
。

３
▼
小
世
界
（
城
内
邑
廟
・
福
佑
路
）（
一
九
二
三
年
～
一
九
三
一

年
）（
南
京
東
路
広
西
路
口
）
＊
「
表
」
で
は
、
こ
こ
で
も
南
北
の

語
り
物
が
上
演
し
た
。
座
席
は
約
二
百
。
開
業
を
二
三
年
と
あ
る

が
、
紅
梅
が
言
及
し
て
お
り
、
二
一
年
以
前
は
確
か
で
あ
る
。

４
▼
先
施
公
司
楽
園
（
大
馬
路
・
南
京
路
）（
一
九
一
七
年
～
一
九

五
五
年
）（
南
京
東
路
六
九
〇
号
）
＊
「
表
」
で
は
、
百
貨
店
中
の

書
場
で
、
こ
こ
も
南
北
の
語
り
物
を
上
演
し
た
。

５
▼
永
安
公
司
娯
楽
場
（
大
馬
路
・
南
京
路
）（
一
九
一
八
年
～
一

九
五
九
年
）（
九
江
路
金
華
路
口
）
＊
「
表
」
で
は
、
百
貨
店
の
中

の
書
場
で
「
天
韻
楼
」
と
称
す
。
上
海
の
一
人
芝
居
「
独
脚
戯
」
が

主
だ
が
、
評
弾
も
上
演
し
て
い
た
。
座
席
は
四
百
。
上
海
で
始
ま
っ

た
遊
芸
場
書
場
は
客
寄
せ
の
た
め
、
一
演
者
一
演
目
で
は
時
間
を
埋

め
ら
れ
ず
、
初
め
て
数
人
の
数
演
目
制
が
常
演
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
（
注
４
「
上
海
書
場
発
展
概
況
」
ｐ
249
）。

倪
萍
倩
の
表
に
は
光
緒
期
か
ら
一
九
三
〇
年
代
初
期
ま
で
、
九
十
一
軒

の
書
場
名
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、
以
下
の
書
場
は
含
ま
れ
て
い
な
い
の

で
、
上
掲
の
「
上
海
書
場
一
覧
表
」
を
参
考
に
再
度
見
て
み
よ
う
。
但
し

書
場
の
分
類
は
せ
ず
、
地
点
の
確
認
の
み
に
止
め
る
。
な
お
、
こ
の
表
に

は
年
代
が
あ
る
か
ら
、
参
考
の
た
め
に
太
字
の
紅
梅
が
挙
げ
た
書
場
の
後

に
附
し
た
。

６
▼
新
留
春
園
（
漢
口
路
小
花
園
内
）
＊
周
玉
泉
の
師
匠
張
福
田
が

一
九
一
三
年
頃
に
四
馬
路
の
「
留
春
園
」
に
出
演
し
た
と
あ
る（
９
）。

７
▼
喜
春
堂
（
漢
口
路
―
浙
江
路
東
）

12
▼
喜
春
園
（
福
州
路
平
安
南
里
）
＊
「
表
」
で
は
、
喜
春
台
と
あ

り
、
営
業
は
一
九
一
八
年
前
後
、
地
点
は
福
州
路
浙
江
路
口
と
あ



井上紅梅筆下の中国江南における語り物と芸人— 315 —

る
。
喜
春
堂
か
喜
春
園
か
未
詳
。

14
▼
申
園
（
山
西
路
定マ

安マ

里
口
）（
一
九
〇
〇
年
～
？
）
＊
「
表
」

で
は
（
山
西
路
安
定
里
）。

16
▼
里
群
覧
太
和
書
場
（
楊
樹
浦
太
和
街
）（
一
九
一
八
年
頃
）
＊

「
表
」
は
「
里
」
が
な
い
が
、
同
住
所
。

18
▼
吉
祥
軒
（
新
閘
橋
路
―
新
閘
路
北
）（
一
九
一
八
年
頃
）
＊

「
表
」
と
同
住
所
。

19
▼
天
泉
富
貴
楼
（
公
館
馬
路
・
金
陵
東
路
）
＊
「
表
」
に
富
貴
楼

が
あ
っ
て
四
馬
路
（
今
の
福
州
路
）（
一
九
〇
八
年
前
後
と
記
す
が
、

位
置
が
違
う
の
で
「
天
泉
」
を
付
け
た
の
だ
ろ
う
。

20
▼
如
意
楼
（
公
館
馬
路
）（
一
八
七
五
年
～
一
九
一
八
年
頃
）
＊

「
表
」
は
（
公
館
馬
路
・
金
陵
東
路
）

21
▼
聽
雨
楼
（
邑
廟
豫
園
内
）（
一
九
一
八
年
頃
）
＊
「
表
」
と
同

住
所
。

26
▼
協
記
西
書
庁
（
大
東
門
内
彩
衣
路
）（
一
九
一
八
年
～
一
九
三

〇
年
頃
）　

＊
紅
梅
は
「
團
體
と
學
校
」
の
節
で
、「
天
外
天
」
を
出
し
て
い

る
。「
表
」（
ｐ
475
）
で
は
、「
遊
芸
場
書
場
」（
漢
口
路
浙
江
路
口
）（
一

九
一
六
年
前
～
？
）
と
あ
る
。

書
場
は
劇
場
と
違
い
、
設
営
が
簡
単
だ
か
ら
、
民
国
以
降
、
盛
ん
に

な
っ
た
上
海
で
は
、
数
多
く
出
現
し
た
の
で
、
と
て
も
書
き
尽
く
せ
な
い

だ
ろ
う
。
た
だ
、
紅
梅
が
生
活
し
た
当
時
の
書
場
を
挙
げ
て
い
る
の
で
、

記
録
し
て
お
く
価
値
は
充
分
あ
る
。
因
み
に
、
演
者
の
出
演
料
を
、
一
席

「
七
元
六
角
か
ら
九
元
六
角
位
ま
で
」
で
、
堂
会
は
「
別
に
二
元
の
増
金
」

と
記
し
て
い
る
。

二　

弾
詞
演
目
と
演
者
（
原
題
「
世
話
物
脚
本
」）

　
　

四
～
九
頁

ま
ず
、
評
話
と
弾
詞
の
違
い
を
説
く
。
歌
入
り
の
「
弾
詞
」
に
は
「
開

篇
」
な
る
短
編
の
歌
も
あ
る
が
、
双
方
と
も
に
長
編
が
主
で
あ
る
。
だ
か

ら
、
紆
余
曲
折
の
あ
る
話
を
、
時
に
は
数
か
月
に
も
及
ん
で
口
演
す
る
。

例
え
ば
六
十
回
書
な
ら
、
昼
夜
二
回
で
二
か
月
語
る
。
そ
こ
で
、
評
話
な

ら
「
三
国
読
み
」「
水
滸
読
み
」
芸
人
が
い
る
。
弾
詞
も
同
様
で
数
少
な

い
演
目
を
練
り
上
げ
て
各
席
の
話
を
連
鎖
さ
せ
披
露
す
る
の
で
あ
る
。
歴

史
物
の
講
談
は
「
評
話
」
や
「
大
書
」
と
い
い
、
世
話
物
の
弾
詞
を
別
に

「
小
書
」
と
も
称
す
。
と
も
に
演
者
は
椅
子
に
坐
っ
て
演
ず
る
。

弾
詞
は
本
来
、
琵
琶
か
蛇
皮
線
一
挺
で
弾
き
語
り
を
す
る
。
二
十
世
紀

に
二
人
で
組
む
形
式
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
歌
が
一
段
落
す
る
と
、
演
者
は
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机
に
楽
器
を
置
き
、
振
り
を
付
け
て
口
演
す
る
。
そ
の
内
容
は
主
に
男
女

の
愛
情
に
書
生
の
出
世
話
を
、
喜
怒
哀
楽
を
織
り
交
ぜ
た
も
の
な
の
で
、

紅
梅
は
こ
の
節
を
「
世
話
物
脚
本
」
と
名
づ
け
て
い
る
。

紅
梅
が
第
一
と
挙
げ
た
の
は
、
名
人
・
馬
如
飛
の
『
珍
珠
塔
』
で
あ
る

（
因
み
に
、
紅
梅
の
同
書
に
載
せ
た
和
訳
『
珍
珠
塔
』
は
、
語
り
物
の
演

出
本
前
篇
で
貴
重
な
も
の
で
あ
る
）。「
雅
俗
を
程
よ
く
消
化
し
て
」「
此

脚
本
の
妙
處
は
唱
と
白
の
接
續
の
點
に
苦
心
が
濳
ん
で
ゐ
る
」
と
、
し
ゃ

べ
り
に
近
い
歌
と
い
う
馬
調
の
特
徴
を
い
う
。
内
容
は
方
卿
な
る
書
生
が

祖
父
・
父
と
讒
言
に
遭
い
、
貧
窮
生
活
に
陥
っ
て
い
た
の
で
、
科
挙
の
受

験
へ
の
途
中
、
富
裕
の
叔
母
を
訪
ね
た
ら
冷
淡
に
扱
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

善
良
な
娘
は
真
珠
の
塔
「
珍
珠
塔
」
を
贈
り
、
叔
父
は
娘
と
の
婚
約
を
す

る
。
そ
の
後
、
珍
珠
塔
が
盗
難
に
遭
う
な
ど
の
波
乱
が
あ
る
が
、
最
後
は

科
挙
に
合
格
し
娘
と
の
結
婚
を
果
た
す
と
い
う
話
。
旧
社
会
で
官
僚
に
な

る
出
世
話
に
、
儒
教
徳
目
が
盛
ら
れ
て
い
る
の
で
、
高
尚
な
演
目
と
し
て

紅
梅
も
推
し
た
の
だ
ろ
う
。
だ
が
、
建
国
後
の
中
国
で
は
、
逆
に
江
蘇
巡

撫
の
丁
日
昌
が
同
治
七
年
（
一
八
六
八
＝
明
治
元
年
）、
蘇
州
で
、
諸
演

目
の
禁
演
を
発
令
し
た
の
に
、『
珍
珠
塔
』
は
「
禁
書
」
で
な
い
ば
か
り

か
、
丁
が
役
所
に
招
い
て
演
じ
さ
せ
た
の
は
、
封
建
道
徳
に
汚
染
さ
れ
た

演
目
だ
と
批
評
さ
れ
た
曰
く
付
き
の
弾
詞
で
あ
る（

（（
（

。

紅
梅
は
次
に
朱
寄
庵
の
『
西
廂
記
』
と
顧
雅
庭
の
『
三
笑
』
を
挙
げ
た

後
、「
其
他
は
餘
り
取
る
可
き
も
の
が
な
い
」
と
言
い
切
っ
て
い
る（

（（
（

。
前

者
は
朱
寄
庵
が
王
実
甫
の
名
作
雑
劇
よ
り
改
作
し
た
演
目
。
書
生
の
張
君

瑞
が
科
挙
の
試
験
に
赴
く
途
中
、
寺
で
宰
相
の
娘
鶯
々
を
見
初
め
、
寺
の

西
脇
部
屋
「
西
廂
」
に
泊
ま
る
。
鶯
々
が
略
奪
さ
れ
る
の
を
救
っ
た
者
が

結
婚
で
き
る
と
の
約
束
だ
っ
た
が
、
君
瑞
が
友
人
の
力
で
救
っ
た
の
に
無

官
の
た
め
拒
否
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
小
間
遣
い
・
紅
娘
の
機
転
も
あ
っ

て
、
紆
余
曲
折
の
末
、
君
瑞
は
科
挙
に
合
格
し
最
後
は
結
ば
れ
る
と
い

う
、
こ
れ
も
書
生
の
出
世
、
恋
愛
話
。

『
三
笑
』
は
、
明
代
の
雑
文
を
下
地
に
、
文
人
・
唐
伯
虎
を
好
色
な
人

物
に
作
り
あ
げ
、
小
間
遣
い
・
秋
香
の
気
を
惹
き
近
づ
く
た
め
に
三
度
笑

わ
せ
る
な
ど
、
様
々
な
手
練
を
弄
す
る
滑
稽
味
満
載
で
、
当
時
有
名
な
祝

枝
山
や
文
徴
明
と
い
っ
た
文
人
も
配
し
た
演
目
。
愁
嘆
場
が
な
い
の
で
、

慶
事
に
歓
迎
さ
れ
、「
喜
書
」
の
代
表
作
と
な
っ
た
。

次
に
、
紅
梅
は
演
者
に
移
る
。『
珍
珠
塔
』
に
つ
い
て
、「
惜
し
む
ら
く

は
馬
如
飛
以
後
第
二
人
者
の
出
ず
る
な
く
、
…
遺
憾
千
万
で
あ
る
。」
と

述
べ
て
い
る
が
、
業
界
に
入
る
組
合
記
録
「
光
裕
社
出
道
録
」（

（（
（

に
、
如
飛

は
光
緒
五
年
（
一
八
七
九
）、
最
後
の
弟
子
の
入
門
を
推
薦
し
た
後
、
彼

の
記
載
が
な
い
の
で
、
ほ
ど
な
く
歿
し
た
と
思
わ
れ
、
紅
梅
が
そ
の
説
書

を
聴
い
た
可
能
性
は
少
な
い
。
恐
ら
く
彼
が
聴
い
た
の
は
、
衣
鉢
を
継
い

だ
優
れ
た
後
継
者
・
王
綬
（
授
）
卿
で
、「
其
唱
の
文
雅
な
る
そ
の
白
の
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謹
嚴
な
る
、
此
人
を
措
い
て
他
に
な
し
」
と
、
演
唱
と
台
詞
・
説
明
の

「
コ
ト
バ
」
双
方
の
素
晴
ら
し
さ
を
褒
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
王
授
卿
は

馬
氏
の
外
孫
に
當
る
が
、
馬
氏
の
子
馬
亦
飛
が
逝
い
て
後
、
珍
珠
塔
の
眞

本
は
悉
く
彼
の
手
に
落
ち
た
の
み
な
ら
ず
、
彼
は
文
學
の
素
養
も
あ
る
の

で
一
字
一
唱
苟
も
せ
ず
、
他
の
珍
珠
塔
を
説
く
者
と
は
同
日
の
談
で
は
な

い
」
と
、
彼
の
弾
詞
が
教
養
に
溢
れ
て
い
る
と
す
る
。
綬
卿
は
一
八
七
四

年
の
生
ま
れ
だ
か
ら
、
紅
梅
の
聴
い
て
い
た
頃
、
四
十
代
の
脂
の
乗
っ
て

い
る
年
頃
だ
っ
た
ろ
う
。

綬
卿
の
父
・
王
石
泉
は
馬
如
飛
に
才
能
を
買
わ
れ
て
娘
婿
と
な
り
、

『
珍
珠
塔
』
を
稽
古
し
た
が
、
石
泉
が
名
を
成
し
た
の
は
馬
如
飛
が
教
え

た
『
倭
袍
』
の
方
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
前
掲
『
評
弾
文
化
詞
典
』
（
８
）（
附

録
「
蘇
州
評
弾
伝
統
書
目
歴
代
伝
人
系
脈
表
ｐ
371
～
372
（
以
下
「
系
脈

表
」
と
簡
写
）」
に
は
、
綬
卿
へ
と
姚
文
卿
へ
の
二
系
統
を
載
せ
て
い
る
。

文
卿
は
既
述
の
「
出
道
録
」
光
緒
五
年
の
条
に
、
馬
如
飛
が
最
後
の
直
弟

子
と
し
て
説
書
界
に
入
れ
て
い
る
（
注
12
、
ｐ
191
）。
綬
卿
は
こ
の
年
、

五
歳
。
外
孫
で
は
あ
る
が
、
説
書
界
入
り
は
一
八
年
後
の
こ
と
で
、
如
飛

の
芸
を
修
得
で
き
な
か
ろ
う
。
つ
ま
り
、
綬
卿
は
専
ら
父
王
石
泉
に
学
ん

だ
の
で
、『
珍
珠
塔
』
と
『
倭
袍
』
双
方
を
受
け
継
い
だ
と
思
わ
れ
る
。

紅
梅
は
王
綬
卿
の
後
継
者
を
魏
鈺
卿
と
し
て
い
る
。
鈺
卿
は
「
出
道

録
」
光
緒
三
十
二
年
の
条
に
王
綬
卿
を
師
と
し
て
説
書
界
入
り
し
た
か
ら

綬
卿
の
弟
子
に
相
違
な
く
、
鈺
卿
が
『
珍
珠
塔
』
を
十
八
番
に
し
た
の

で
、
や
は
り
、
王
石
泉
→
王
綬
卿
→
魏
鈺
卿
の
系
統
は
成
立
す
る
の
で
あ

る
。
だ
が
、「
濫
り
に
原
作
を
改
竄
し
た
の
で
脚
本
本
来
の
色
澤
を
失
っ

た
。
昨
年
彼
が
上
海
へ
出
た
時
、
餘
り
人
気
が
引
き
立
た
な
か
っ
た
の

も
、
原
因
は
一
に
茲
に
あ
る
と
い
ふ
噂
で
あ
る
」
と
記
す
の
で
、
紅
梅
の

和
訳
は
改
竄
以
前
の
脚
本
と
し
て
貴
重
な
史
料
と
い
え
る
。
鈺
卿
の
後

が
、「
目
下
大
世
界
で
演
じ
て
い
る
楊
月
槎
、
楊
星
槎
」
の
兄
弟
だ
と
い

う
。「
常
熟
評
弾
史
話
」（

（（
（

に
拠
れ
ば
、
父
楊
鶴
庭
（
亭
）
は
馬
如
飛
の
内

弟
子
で
、『
珍
珠
塔
』
を
稽
古
し
た
と
あ
る
か
ら
、
そ
れ
で
紅
梅
が
楊
一

家
の
説
書
は
常
熟
の
訛
り
が
あ
る
も
の
の
、「
馬
氏
の
初
年
時
代
に
成
っ

た
も
の
」
と
し
、
魏
鈺
卿
の
改
竄
『
珍
珠
塔
』
よ
り
良
い
と
し
て
い
る
。

次
に
朱
家
荘
を
挙
げ
て
、「
彼
の
父
莊
蓮
汀
（
艇
と
音
通
）
は
馬
氏
の

養
子
で
あ
っ
た
か
ら
、
其
脚
本
も
正
銘
疑
い
な
し
で
王
授
卿
直
傳
の
も
の

と
大
差
な
い
（
上
掲
「
系
脈
表
」
ｐ
371
に
、
音
通
の
荘
蓮
艇
で
書
か
れ
て

い
る
が
、
朱
家
荘
の
名
は
な
い
）」
と
し
な
が
ら
も
、「
唯
彼
に
頭
が
な
い

の
で
折
角
の
名
脚
本
を
活
か
す
力
な
く
、
蘇
州
で
半
可
通
の
女
の
聽
衆
か

ら
ヤ
ン
ヤ
と
言
は
れ
て
満
足
し
て
ゐ
る
よ
う
じ
や
あ
將
來
が
心
細
か
ろ

う
」。
そ
し
て
、
今
日
馬
如
飛
の
直
弟
子
の
「
珍
珠
塔
読
み
」
と
さ
れ
る

も
う
一
系
統
の
姚
文
卿
の
名
が
出
て
く
る
。
彼
は
最
晩
年
の
弟
子
と
し
て

「
出
道
録
」
に
記
載
さ
れ
、
紅
梅
は
彼
を
、「
實
は
如
飛
が
老
衰
に
入
つ
て
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か
ら
入
門
し
た
も
の
で
、
其
大
半
は
如
飛
の
大
弟
子
兪
蓮
生
の
教
授
を
受

け
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
篇
中
平
仄
（
声
調
と
旋
律
の
合
致
）
の
失
調
が

夥
し
い
」
と
、
そ
の
正
当
性
を
疑
っ
て
い
る
の
も
頷
け
る
。
因
み
に
、
兪

蓮
生
も
わ
ず
か
一
年
前
に
師
の
推
薦
で
説
書
界
入
り
し
た
ば
か
り
だ
っ

た
。紅

梅
が
推
す
二
作
目
は
、『
西
廂
記
』
で
、
朱
寄
庵
の
創
作
、
ま
た
、

「
彼
の
伯
父
が
之
を
改
刪
し
た
の
で
、
文
情
益
々
妙
を
加
へ
た
さ
う
だ
」

と
も
あ
る
。
彼
は
名
家
の
育
ち
だ
が
、「
災
難
に
遭
つ
て
、
家
を
捨
て
藝

人
と
な
つ
た
。
故
に
此
書
の
結
構
の
妙
は
珍
珠
塔
と
伯
仲
の
間
に
あ
る
」

と
称
え
る
。
さ
ら
に
、
二
人
の
子
、
蘭
庵
・
菊
庵
の
い
ず
れ
も
教
養
高

く
、「
他
の
藝
人
の
如
く
下
品
な
商
賣
氣
は
微
塵
も
な
い
」
と
褒
め
て
い

る
。「
常
熟
評
弾
史
話
」
に
、
兄
の
蘭
庵
は
「
姚
民
哀
」
の
筆
名
で
小
説

を
書
い
た
と
付
け
加
え
て
い
る（

（（
（

。

ま
た
、「
寄
庵
以
外
…
太
倉
に
時
仲
漁
が
あ
る
。
彼
は
曾
て
何
許
人
と

名
を
改
め
、
…
併
し
彼
の
脚
本
は
朱
寄
庵
よ
り
剽
窃
し
彼
の
兄
孟
詒
が
勝

手
に
改
作
し
た
も
の
で
、
…
到
底
真
の
朱
本
に
は
及
ば
な
い
」
と
の
評
で

あ
る
。
近
年
の
名
人
楊
振
雄
「『
西
廂
記
』
的
改
編
」（

（（
（

に
よ
る
と
、
寄
庵

が
太
倉
で
出
演
中
に
時
中
漁
の
「
偷
書
」
が
発
覚
し
、
寄
庵
が
「
何
許
人

偷
我
西
廂
！
」
と
憤
怒
し
た
の
で
、
誠
心
誠
意
謝
罪
し
て
弟
子
入
り
を
許

さ
れ
、
こ
の
「
何
許
人
（
何
者
）」
を
芸
名
と
し
た
と
い
う
。
何
許
人
は

「
系
脈
表
」
ｐ
391
に
、
後
編
を
作
っ
た
と
あ
る
。
寄
庵
の
系
統
は
息
子
の

時
代
で
終
わ
り
、
何
許
人
の
弟
何
可
人
の
弟
子
が
著
名
な
黄
異
庵
で
、
楊

振
雄
の
師
に
当
た
る
。
他
の
「
西
廂
記
読
み
」
謝
鴻
飛
を
「
迚
も
問
題
に

な
ら
ぬ
」
と
酷
評
し
て
い
る
。

三
番
目
の
『
三
笑
』
は
、
路
工
の
記
述
に
よ
れ
ば（

（（
（

、
現
存
脚
本
は
乾
隆

五
十
五
年
（
一
七
九
〇
）
の
『
姻
縁
三
笑
』
ま
で
遡
れ
、
そ
の
後
、
弾
詞

芸
人
・
呉
毓
昌
の
改
編
作
『
三
笑
新
編
』
が
嘉
慶
六
年
（
一
八
〇
一
）
に

出
版
さ
れ
て
、
一
八
年
（
一
八
一
三
）
に
、
さ
ら
に
光
緒
四
年
（
一
八
七

八
）
と
刊
行
さ
れ
た
も
の
が
遺
存
す
る（

（（
（

。
こ
れ
は
、『
三
笑
』
の
話
が
民

間
に
広
く
長
く
伝
わ
っ
て
い
た
証
拠
と
い
え
よ
う
。
顧
雅
庭
の
『
三
笑
』

は
こ
の
呉
毓
昌
本
を
も
と
に
、
蘇
州
の
文
人
「
江
汀
山
、
欧
陽
春
生
の
兩

人
が
改
訂
し
一
字
一
斟
酌
、
大
に
工
夫
を
凝
し
た
丈
け
あ
っ
て
、
珍
珠

塔
、
西
廂
記
と
相
鼎
立
す
る
程
の
立
派
な
も
の
と
な
っ
た
」
と
、
潤
色
を

重
ね
た
作
品
だ
と
い
う
。
疴
塵
（
呉
中
夷
）「『
三
笑
』
源
流
考
」（

（（
（

に
引
く

の
も
、
雅
庭
の
成
功
は
、
当
時
潘
府
の
幕
僚
で
あ
っ
た
江
聴
（
汀
）
山
の

力
だ
と
い
う
。
上
記
疴
塵
の
同
文
（
ｐ
241
）
に
は
こ
う
あ
る
。
呉
毓
昌
が

惜
し
ま
ず
伝
え
た
の
で
、
名
人
郁
懐
嘉
、
王
子
香
、
そ
の
子
・
王
麗
泉
、

ま
た
そ
の
子
の
王
少
泉
と
伝
わ
っ
た
。
そ
の
芸
の
長
所
は
筋
道
の
通
っ
て

い
る
「
書
理
」
だ
と
述
べ
、
さ
ら
に
、
王
麗
泉
が
杭
州
で
文
学
者
徐
某
の

加
筆
・
潤
色
受
け
た
と
あ
り
、
紅
梅
の
記
述
時
後
の
一
九
三
〇
年
代
に
、
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世
論
は
王
麗
泉
の
「
王
派
」
を
『
三
笑
』
の
正
統
と
し
た
と
い
う
。

も
う
一
つ
が
「
謝
派
三
笑
」
の
系
統
で
あ
る
。
謝
品
泉
・
謝
少
泉
の
叔

父
甥
を
、
紅
梅
は
「
叔
父
の
藝
遠
く
甥
に
及
ば
ず
。
或
る
人
が
品
泉
を
評

し
て
、
彼
の
聲
に
は
麗
し
い
艶
は
あ
る
が
、
表
情
や
身
振
が
全
く
欠
け
て

ゐ
る
と
言
つ
た
。
成
程
さ
う
だ
。
試
み
に
新
世
界
へ
行
つ
て
彼
の
藝
を
見

れ
ば
解
る
。
…
一
度
上
に
現
れ
る
と
、
宛
ら
半
身
不
随
の
病
人
の
や
う
に

な
つ
て
了
ふ
」
と
、
そ
の
演
技
を
貶
し
、
甥
の
少
泉
を
「
先
ず
出
の
聲
か

ら
活
氣
が
あ
つ
て
諧
謔
百
出
、
景
情
神
に
入
り
、
誰
や
ら
が
文
状
元
と
尊

崇
し
た
の
は
適
評
で
あ
る
」
と
褒
め
て
い
る
。
た
だ
、
王
派
の
「
書
理
」

と
対
照
的
に
、
謝
派
は
滑
稽
を
得
意
と
し
た
芸
風
な
の
で
、
往
々
表
情
・

仕
草
が
極
端
に
走
る
と
、
芸
が
「
餘
り
に
上
滑
り
で
あ
る
處
は
瑕
だ
」
と

懸
念
も
す
る
。

こ
の
少
泉
は
、
前
掲
「
光
裕
社
出
道
録
」
ｐ
193
の
光
緒
二
十
二
年
の
条

に
師
の
王
麗
泉
の
推
薦
で
説
書
界
入
り
を
し
た
の
で
、
上
掲
「
系
脈
表
」

ｐ
380
の
附
注
に
あ
る
よ
う
に
、『
三
笑
』
の
謝
派
と
王
派
の
融
合
が
な
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
才
能
に
恵
ま
れ
た
彼
も
、
一
九
一
六
年
、
四
十
八
歳
で

夭
折
し
た
。
そ
の
後
、「
二
謝
以
外
に
三
笑
を
説
く
者
は
夏
蓮
生
、
夏
小

蓮
、
王
少
泉
等
二
十
餘
名
あ
つ
て
、
孰
れ
も
顧
氏
相
傳
の
も
の
で
あ
る
」

と
い
う
。
紅
梅
は
王
派
と
謝
派
と
の
融
合
の
元
を
顧
雅
庭
に
置
い
て
い

る
。
因
み
に
、
品
泉
は
少
泉
よ
り
八
歳
年
上
の
叔
父
で
、
王
少
泉
の
十
歳

年
上
で
あ
っ
た
。

そ
の
他
の
演
目
と
し
て
、『
倭
袍
首
』『
玉
蜻
蜓
』『
双
珠
鳳
』『
武
香
球
』

『
繍
香
嚢
』『
小
金
錢
』『
猫
金
鳳
』『
玉
夔
龍
』『
黄
金
印
』『
七
美
縁
』『
雙

珠
球
』
な
ど
列
挙
し
て
い
る
の
で
、
当
時
の
流
行
演
目
を
知
る
。
そ
の
中

で
、『
倭
袍
首
』（
通
称
『
倭
袍
』。
王
石
泉
の
得
意
演
目
で
別
名
『
果
報

録
』）
を
挙
げ
て
、
紅
梅
は
、「
長
処
は
…
重
に
下
層
社
会
の
状
況
を
描
寫

し
微
に
入
り
細
に
入
っ
た
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
、
説
書
の
細
や
か
な
描

写
力
を
称
え
て
い
る
。
こ
れ
も
代
表
演
目
で
あ
る
『
玉
蜻
蜓
』
を
、「
玉

蜻
蜓
も
可
成
り
の
秀
逸
で
あ
る
」
と
し
な
が
ら
も
、「
要
す
る
に
思
想
下

劣
、
唱
篇
俗
惡
脚
色
平
板
聞
く
に
足
ら
ぬ
」
と
評
し
、「
文
義
や
思
想
か

ら
言
つ
て
も
遠
く
珠
塔
に
及
ば
な
い
」
と
難
じ
る
の
は
、
放
蕩
書
生
が
見

初
め
た
若
い
尼
に
子
供
を
産
ま
せ
て
、
自
分
は
寺
内
で
死
ん
で
し
ま
う

が
、
そ
の
子
供
が
出
世
す
る
と
い
う
話
で
、
こ
の
よ
う
な
不
道
徳
な
演
目

を
、
紅
梅
は
文
義
・
思
想
に
こ
だ
わ
っ
て
蔑
ん
で
い
る
。
そ
れ
で
も
、
こ

の
演
目
の
人
気
が
衰
え
な
い
の
は
、
言
葉
の
表
現
の
面
白
さ
、
曲
折
豊
か

な
筋
立
て
と
心
理
描
写
の
細
か
さ
で
あ
ろ
う
。
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三　

評
話
の
演
目
と
芸
人
（
原
題
「
時
代
物
脚
本
」）

　
　

九
～
一
三
頁

紅
梅
が
い
う
「
時
代
物
脚
本
」
は
「
講
談
」
の
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、

手
拭
い
や
張
扇
を
使
わ
ず
に
、
普
通
の
扇
子
と
マ
ッ
チ
箱
大
の
四
角
い
、

木
製
か
石
製
な
ど
の
「
醒
木
」
を
叩
い
て
口
演
す
る
。

彼
は
ま
ず
、『
三
国
志
』
の
「
三
国
志
読
み
」
か
ら
始
め
る
。
そ
こ
で
、

周
派
と
方
派
の
二
系
統
を
紹
介
し
、「
周
派
は
周
桂
笙
を
宗
と
す
る
も
の

で
現
在
新
世
界
の
黄
兆
麟
が
之
を
説
く
。
方
派
は
方
振
寰
独
創
に
成
り
、

陳
壽
三
國
志
の
上
ツ
面
を
剥
ぎ
取
っ
た
よ
う
な
も
の
で
、
論
理
徹
底
し
遠

く
周
派
の
布
置
に
勝
つ
て
い
る
が
餘
り
に
も
正
直
過
ぎ
、
人
の
睡
り
を
催

さ
し
む
る
」
と
、
方
振
寰
の
講
義
の
よ
う
な
講
釈
を
退
屈
だ
と
し
て
い

る
。
一
方
、
黄
兆
麟
は
確
か
に
振
寰
と
異
な
る
。
彼
の
『
三
国
志
』
の

師
・
許
文
安
も
同
類
だ
っ
た
の
で
、
父
の
黄
永
年
は
各
人
物
の
表
情
・
演

技
・
声
色
を
仕
込
み
、
さ
ら
に
父
の
友
人
で
「
水
滸
読
み
」
の
何
雲
飛
か

ら
得
意
の
武
芸
の
演
技
を
稽
古
し
て
も
ら
っ
た
。
武
芸
演
技
は
弾
詞
に
な

く
、
評
話
の
売
り
だ
が
、
武
術
と
演
劇
の
型
の
振
り
を
、
評
話
に
運
用
す

る
。
か
く
て
、
目
に
も
訴
え
る
説
書
を
創
造
し
た
の
で
あ
る（

（（
（

。
馬
の
鳴
き

声
か
ら
疾
走
す
る
音
、
ま
た
各
人
物
の
声
色
、
様
々
な
笑
い
声
。
各
人
物

を
演
じ
、
同
一
人
物
で
も
違
っ
た
環
境
の
中
で
演
じ
分
け
た
と
い
う
。
こ

の
頃
に
流
行
り
だ
し
た
説
書
の
劇
手
法
吸
収
を
、
弾
詞
の
方
も
影
響
を
受

け
て
、
語
り
に
重
点
を
置
い
て
い
た
馬
如
飛
派
の
『
珍
珠
塔
』
も
、
時
代

と
と
も
に
各
役
柄
の
型
の
芸
を
受
容
し
た
。

評
話
に
は
、
動
き
回
ら
ず
話
芸
だ
け
で
鑑
賞
さ
せ
る
「
靜
功
（
陰
功
）」

に
対
し
て
、
椅
子
か
ら
立
ち
上
が
っ
て
武
芸
の
型
を
見
せ
る
「
大
開
門
」

が
あ
る
が
、
筆
者
は
、
後
者
を
蘇
州
の
評
話
家
に
多
く
見
た
。
兆
麟
は
跡

継
ぎ
が
い
な
か
っ
た
が
、
弟
子
の
張
玉
書
が
立
派
に
継
承
し
た
と
い
う
。

た
だ
、
兆
麟
の
話
芸
本
体
に
つ
い
て
、
言
葉
尻
の
「
収
音
轉
角
著
し
く
鼻

音
に
走
り
、
聲
を
納
め
る
處
が
往
々
模
糊
と
し
て
何
を
言
つ
て
ゐ
る
か
解

ら
な
い
。
…
三
國
志
中
の
大
英
雄
大
豪
傑
の
口
吻
を
寫
し
出
す
の
に
は
甚

だ
不
適
當
で
あ
る
。
彼
は
最
初
新
世
界
に
在
つ
て
、
素
晴
ら
し
い
魅
力
を

現
は
し
た
も
の
だ
が
近
來
頓
に
影
が
薄
く
な
つ
た
の
も
道
理
で
あ
る
」
と

し
て
い
る
。
兆
麟
は
ま
だ
三
十
代
半
ば
で
円
熟
し
て
は
い
な
か
っ
た
が
、

す
で
に
著
名
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
。

紅
梅
は
次
に
、
兆
麟
と
異
な
る
芸
風
の
朱
春
華
を
挙
げ
て
、「
之
は
極

め
て
穏
や
か
な
藝
風
で
、
決
し
て
疎
暴
な
口
調
や
身
振
が
な
く
、
然
か
も

滑
稽
洒
脱
に
富
ん
で
ゐ
る
」
と
、
過
去
の
名
人
を
称
え
て
い
る
。
上
掲

「
系
脈
表
」
ｐ
355
に
は
朱
春
華
の
名
が
確
か
に
あ
っ
て
、
そ
れ
に
よ
る
と
、

春
華
は
陳
魯
卿
の
弟
子
で
許
文
安
の
師
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
そ
の
文
安
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（
一
八
五
五
年
頃
の
生
ま
れ
）
は
既
述
の
ご
と
く
兆
麟
の
師
だ
か
ら
、
春

華
は
す
で
に
舞
台
を
去
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
紅
梅
が
挙
げ
た
こ
の

春
華
、
周
派
の
周
桂
笙
や
方
振
寰
、
ま
た
朱
幼
良
と
朱
春
颿
（
帆
）
は
上

掲
「
系
脈
表
」
ｐ
355
に
名
を
見
る
だ
け
で
、
周
鏞
江
は
名
す
ら
も
な
い
。

さ
て
、
次
は
『
水
滸
伝
』
の
「
水
滸
読
み
」
で
あ
る
。
姚
氏
父
子
を
ま

ず
取
り
上
げ
る
。
上
掲
「
系
脈
表
」
の
『
水
滸
』
ｐ
359
を
見
る
と
張
漢
民

を
開
祖
と
し
て
い
て（

（（
（

、
婿
に
出
た
実
子
姚
士
章
と
沈
鴻
祥
ら
四
人
の
弟
子

を
挙
げ
て
い
る
。「
後
四
大
名
家
」
唯
一
の
評
話
家
・
姚
士
章
は
、「
小
魯

智
深
と
言
は
れ
た
丈
あ
っ
て
、
此
親
子
の
水
滸
は
手
に
入
つ
た
も
の
で
あ

る
」
と
褒
め
て
い
る
。
芸
風
は
、「
崑
劇
」
の
将
軍
や
荒
武
者
役
の
芸
を

取
り
入
れ
た
も
の
で
、
荒
法
師
の
魯
智
深
を
彷
彿
と
さ
せ
る
演
技
だ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、「
其
脚
本
は
無
錫
の
儒
者
楊
某
に
依
つ
て
改
訂
さ

れ
て
か
ら
三
国
と
雙
び
立
つ
立
派
な
も
の
と
な
つ
た
」
と
あ
り
、
や
は
り

紅
梅
は
説
書
の
価
値
の
第
一
を
練
ら
れ
た
言
葉
に
置
い
て
い
る
か
ら
、
文

人
の
手
が
入
っ
た
作
を
尊
ん
で
い
る
。

直
弟
子
の
王
效
松
と
そ
の
子
の
穉
松
は
、「
餘
り
感
心
出
来
ぬ
」
と
評

価
が
低
い
。
姚
士
章
の
兄
弟
弟
子
・
沈
鴻
祥
の
弟
子
が
、
黄
兆
麟
に
も
稽

古
を
つ
け
た
何
雲
飛
で
、
中
年
か
ら
評
弾
界
入
り
し
た
雲
飛
を
自
己
流

だ
っ
た
が
、「
後
に
無
錫
の
沈
雲
章
の
後
水
滸
傳
脚
本
を
得
る
に
及
ん
で

名
聲
一
時
現
は
れ
た
（
姚
士
章
の
水
滸
は
石
秀
殺
山
ま
で
終
り
、
沈
雲
章

の
水
滸
は
三
打
祝
家
莊
よ
り
初
め
大
名
府
に
至
つ
て
終
る
。
故
に
前
後
水

滸
と
名
目
を
別
つ
）」
と
述
べ
て
、
士
章
が
「
前
水
滸
」、
雲
飛
は
沈
雲
章

の
「
後
水
滸
」
を
読
ん
で
名
を
揚
げ
た
と
い
う
。
た
だ
、
紅
梅
が
、「
餘

り
に
穿
鑿
し
過
ぎ
」
て
、「
一
回
の
内
に
十
中
の
九
分
ま
で
、
襯
白
（
餘

談
を
入
れ
て
布
衍
す
る
こ
と
）
で
埋
め
ら
れ
」、「
彼
が
好
く
令
名
を
保
持

す
る
事
が
出
来
ぬ
の
も
そ
の
譯
だ
」、
し
か
も
「
完
く
の
虚
構
」
も
お
り

ま
ぜ
、「
原
作
者
施
耐
庵
に
背
く
事
夥
し
い
」
と
難
ず
る
。
だ
が
、
歴
史

の
蛇
足
は
聴
衆
が
興
味
を
も
つ
の
で
、「
偶
然
之
を
聞
く
と
非
常
に
珍
し

く
面
白
く
感
ず
る
が
、
好
く
好
く
聞
く
と
段
々
襤
褸
が
出
る
」
と
い
う
わ

け
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
雲
飛
の
欠
点
を
、
他
演
目
の
同
類
場
面
の
演
技
を

「
其
儘
盗
ん
で
來
」
て
演
じ
て
い
る
と
、
説
書
の
類
似
場
面
の
借
用
を
難

じ
て
い
る
。

じ
つ
は
当
時
の
「
水
滸
読
み
」
を
、
紅
梅
は
「
二
十
餘
名
を
下
ら
ず
」

と
い
い
、
盲
目
で
常
熟
に
い
た
名
望
家
の
息
子
王
季
臣
を
称
讃
し
て
い

る
。「
其
脚
本
は
曾
て
徐
少
達
太
史
に
依
っ
て
添
削
さ
れ
た
も
の
」
と
、

文
人
の
加
筆
を
評
価
す
る
と
同
時
に
、「
王
は
單
に
國
學
上
か
ら
此
書
を

説
く
の
で
は
な
い
。
別
に
立
派
な
本
領
も
あ
り
見
地
も
あ
る
の
だ
。
彼
は

今
日
説
書
界
の
明
星
と
推
奨
さ
る
ゝ
の
は
當
然
の
事
で
あ
る
」
と
持
ち
上

げ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
、
今
日
季
臣
に
言
及
し
た
資
料
は
少
な
く
、

「
常
熟
評
弾
史
話
」
ｐ
190
に
、
虞
山
出
身
で
、
萃
和
社
に
所
属
し
て
い
た
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と
あ
る
に
す
ぎ
な
い（

（（
（

。

最
後
に
、
紅
梅
は
評
話
の
他
の
演
目
に
言
及
し
て
、
ど
れ
も
似
た
り

よ
っ
た
り
と
類
型
化
に
食
傷
を
感
じ
て
か
、「
三
國
水
滸
の
二
書
を
除
い

て
は
他
に
一
も
取
る
べ
き
も
の
は
な
い
」
と
斥
け
、
当
時
口
演
さ
れ
て
い

た
「
岳
伝
」、「
小
三
国
」、「
金
台
伝
」、「
小
水
滸
」、「
英
烈
」、「
鉄
冠

図
」、「
五
義
図
」、「
緑
牡
丹
」、「
五
虎
平
」
な
ど
の
演
目
を
「
未
だ
完
く

尚
二
者
の
範
疇
を
脱
し
て
ゐ
な
い
」
と
、
連
ね
る
だ
け
だ
が
、
こ
こ
に
当

時
流
行
の
評
話
演
目
が
わ
か
る
。
日
本
人
の
紅
梅
に
は
『
三
国
』『
水
滸
』

が
な
じ
み
で
、
深
く
理
解
で
き
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
談
白
英
の
『
封
神

演
義
』
の
「
封
神
榜
」
や
黄
石
君
が
演
ず
る
「
西
遊
記
」
な
ど
旧
来
の
物

も
、「
孰
れ
も
子
供
瞞
し
の
催
眠
歌
」
と
酷
評
し
た
。
と
は
い
え
、
程
鴻

飛
の
「
新
作
」
探
偵
物
も
「
全
然
説
書
を
脱
線
し
て
」
お
り
、
鴻
飛
の
弟

子
「
朱
少
卿
の
鄂
州
血
史
は
更
に
更
に
人
を
愚
し
た
も
の
」
と
蔑
む
。
た

だ
、『
鄂
州
血
史
』
の
よ
う
な
、
辛
亥
革
命
を
題
材
に
し
た
時
事
物
が
口

演
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、「
演
説
」
が
流
行
し
た
時
代
の
産
物
と
し
て
、

留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

四　

弾
詞
の
曲
調
と
コ
ト
バ
（
原
題
「
唱
白
と
流
派
」）

　
　

一
三
～
一
七
頁

こ
の
節
は
ほ
ぼ
前
掲
の
「
説
書
閑
評
」
を
和
訳
し
た
も
の
で
、
以
下
、

要
約
す
る
。
一
九
世
紀
前
半
「
前
四
大
名
家
」
は
弾
詞
の
演
唱
に
意
を
注

い
で
い
た
が
、
後
半
に
は
、「
唱
は
行
き
詰
ま
り
」「
後
四
大
名
家
」
の
趙

湘
舟
が
、「
崑
劇
」
の
役
柄
別
台
詞
回
し
を
「
斟
酌
し
、
男
女
老
若
善
惡

な
ど
に
就
い
て
そ
れ
ぞ
れ
説
白
の
遣
ひ
別
け
を
し
た
」
と
述
べ
、
そ
れ
に

続
い
て
姚
士
章
（
評
話
）・
王
石
泉
ら
が
「
更
に
更
に
勉
強
改
善
し
た
の

で
遂
に
現
代
の
説
白
（
演
唱
を
除
い
た
コ
ト
バ
）
が
完
成
さ
れ
た
」
と
し

て
い
る
。
か
く
て
、
評
話
は
日
本
の
講
談
と
違
い
、
多
く
演
劇
の
説
白
を

入
れ
、
ま
た
各
役
柄
の
型
も
吸
収
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
当
時
「
説
白
は
官
白
、
私
白
に
総
別
さ
れ
る
。
官
白
は
寒

暄
、
叙
事
、
感
懐
、
私
白
は
挿
科
、
打
諢
、
襯
托
等
の
説
き
方
で
あ
る
」

と
「
説
書
閑
評
」
を
引
い
て
い
る
。
今
日
で
は
台
詞
を
「
官
白
」、
事
件

の
経
緯
・
人
物
や
情
景
の
描
写
・
人
物
の
心
情
吐
露
な
ど
の
説
明
部
分
を

「
私
白
」（「
表
白
」）
と
称
し
て
い
て
、
必
ず
し
も
一
致
は
し
な
い
が
、
紅

梅
が
何
雲
飛
の
と
こ
ろ
で
、「
襯
白
（
余
談
を
入
れ
て
布
衍
す
る
こ
と
）」

と
、
今
日
「
私
白
」
の
「
補
白
」
を
「
襯
白
」
と
呼
ん
で
分
類
し
て
い
る
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か
ら
、
約
百
年
前
に
語
り
に
重
要
な
「
白
」
の
分
析
・
体
系
化
が
な
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

次
に
演
唱
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
初
期
の
兪
調
と
馬
調
の
二
大
曲
調
を

挙
げ
る（

（（
（

。「
前
四
名
家
」
兪
秀
山
の
「
兪
調
」
は
広
音
域
で
、
各
字
を
引

き
延
ば
し
、
裏
声
を
交
え
て
宛
転
と
節
を
回
し
下
降
す
る
。
そ
の
演
唱
は

高
雅
な
崑
曲
に
似
る
。
馬
如
飛
の
「
馬
調
」
は
、
各
字
や
節
尻
も
引
き
延

ば
さ
ず
、
叙
唱
体
で
テ
ン
ポ
よ
く
明
快
に
演
唱
す
る
。
伴
奏
は
演
唱
の
間

奏
と
し
て
兪
調
が
琵
琶
、
馬
調
が
三
弦
を
使
っ
て
い
た
。

兪
調
の
趙
湘
舟
が
「
天
性
の
甲
高
を
自
慢
に
、
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
好

い
と
思
つ
て
や
つ
て
ゐ
た
」
と
「
説
書
閑
評
」
の
原
文
を
引
き
、
紅
梅
は

「
之
れ
が
却
つ
て
聽
巧
者
か
ら
擯
斥
さ
れ
る
處
と
な
つ
た
。
畢
竟
高
く
て

堅
い
聲
は
、
低
く
て
軟
い
聲
に
及
ば
ぬ
も
の
で
あ
る
。
今
の
謝
品
泉
の
調

子
は
之
れ
で
あ
る
」
と
、
謝
品
泉
の
甲
高
い
演
唱
を
斥
け
、「
低
く
て
軟

い
聲
」
を
尊
ん
で
い
る
。
そ
れ
故
、
王
石
泉
は
「
音
量
が
少
く
、
且
つ
高

調
子
が
出
な
か
つ
た
の
で
、
自
来
調
な
る
も
の
を
發
明
し
、
忽
ち
兪
忽
ち

馬
と
い
う
や
う
に
自
家
獨
特
の
調
子
は
な
か
つ
た
。
今
の
説
書
家
は
大
抵

此
種
の
や
り
か
た
で
あ
る
」
と
、
再
び
「
説
書
閑
評
」
を
引
き
、「
近
頃

唱
を
以
て
名
高
い
朱
耀
笙
も
亦
音
量
が
少
な
い
。
…
他
人
の
長
所
ば
か
り

聽
き
取
っ
て
之
を
摸
倣
し
、
遂
に
唱
将
軍
と
さ
へ
い
は
る
ゝ
に
至
つ
た
。

之
れ
自
来
調
中
の
尤
も
傑
出
し
た
る
者
で
あ
る
」
と
、
当
時
、
自
作
の
曲

調
で
は
な
く
、
自
分
の
喉
の
条
件
に
合
わ
せ
て
諸
曲
調
を
借
り
て
演
唱
す

る
こ
と
が
流
行
し
て
い
た
と
知
る
。
こ
う
し
た
方
法
は
、
以
後
暫
く
続
く

が
、「
説
書
閑
評
」
は
王
石
泉
が
「
自
来
調
」
の
創
始
者
だ
と
し
て
い
る
。

兪
調
は
音
域
が
広
く
、
地
声
「
陽
面
」
が
少
な
く
裏
声
を
多
用
す
る
の

で
、「
小
陽
調
」
と
呼
ぶ
。
さ
ら
に
、
紅
梅
は
附
加
し
て
、「
小
陽
調
の
中

に
別
に
一
派
が
あ
る
。
鬼
陰
調
と
い
ふ
。
之
は
張
洪
濤
が
創
め
た
も
の

で
、
朱
品
泉
之
に
依
つ
て
名
を
爲
し
、
今
現
に
陳
子
祥
、
張
福
田
等
が
唱

つ
て
い
る
」
と
あ
る
。
こ
の
「
鬼
陰
調
」
の
「
陰
」
は
「
陰
面
」、
つ
ま

り
裏
声
の
意
味
が
あ
る
が
、
紅
梅
は
そ
の
特
徴
を
、
裏
声
で
「
一
々
調
子

が
當
嵌
ら
な
く
と
も
、
出
の
聲
を
強
く
終
わ
り
の
聲
が
軟
く
さ
へ
行
け

ば
、
す
べ
て
能
事
終
わ
れ
り
と
し
て
ゐ
る
」
と
蔑
み
、「
高
調
子
を
一
度

や
り
損
う
と
、
幽
霊
の
叫
び
の
よ
う
な
聲
に
な
る
」
と
い
い
、「
専
ら
女

藝
人
の
爲
に
作
っ
た
も
の
」
と
聞
い
た
と
も
述
べ
る（

（（
（

。
陳
子
祥
が
娼
妓
演

唱
場
の
跡
の
書
場
に
招
か
れ
た
の
も
、
偶
然
と
は
思
わ
れ
な
い
。
そ
れ
も

あ
っ
て
か
、「
之
は
説
書
中
で
も
尤
も
卑
し
い
も
の
」
と
非
難
し
て
い
る
。

と
も
あ
れ
、
夏
史·

易
辰
「
弾
詞
曲
調
試
論
」（

（（
（

に
い
う
ご
と
く
、「
自
来

（
自
由
）
調
」
は
発
展
せ
ず
、
後
世
の
名
人
達
は
、
既
成
老
旋
律
を
改

良
・
発
展
さ
せ
て
新
し
い
旋
律
を
形
成
し
、
流
派
を
興
し
た
。
同
時
に
、

兪
調
の
節
奏
も
あ
げ
、
馬
調
の
叙
唱
体
に
装
飾
を
つ
け
、
双
方
が
相
互
に

影
響
し
合
っ
た
。
ま
た
三
弦
と
琵
琶
の
伴
奏
も
高
度
化
し
て
、
弾
詞
芸
術
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の
新
た
な
黄
金
期
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
他
「
陳
調
」、「
費
家
調
」、「
銀
絞
絲
」「
剪
剪
花
」「
啄
木

鵰
」
等
々
の
曲
調
が
、
特
定
の
役
柄
に
配
さ
れ
る
演
唱
形
式
も
形
成
さ
れ

た
。
例
え
ば
、
崑
曲
の
「
点
絳
唇
」
は
武
将
・
荒
法
師
に
用
い
ら
れ
る
。

ま
た
、
紅
梅
が
「
下
流
社
会
の
唱
」
と
し
て
「
鈕
州
調
、
海
崙
調
」
を
挙

げ
た
が
、
原
文
の
「
丑
角
」
は
道
化
の
唱
で
、「
孩
児
調
」
も
「
説
書
閑

評
」
の
原
文
で
「
耍
孩
児
」
と
あ
り
、
こ
れ
も
誤
訳
で
あ
る
。
そ
れ
に
注

記
し
て
、『
珍
珠
塔
』
で
方
卿
が
出
世
し
た
後
、
自
分
を
軽
蔑
し
た
叔
母

を
訪
ね
て
見
返
す
と
き
、
門
付
け
の
「
道
情
」
乞
食
芸
人
に
身
を
や
つ
し

て
歌
う
曲
調
と
あ
る
か
ら
だ
。
紅
梅
が
、「
初
心
者
が
尤
も
入
り
易
い
も

の
」
と
述
べ
て
い
る
か
ら
、
そ
こ
で
、
道
教
系
語
り
物
「
道
情
」
の
節
が

簡
単
で
あ
っ
た
こ
と
も
知
る
の
で
あ
る
。

五　

説
書
組
合
と
学
校
（
原
題
「
團
體
と
學
校
」）

　
　

二
〇
～
二
二
頁

紅
梅
は
蘇
州
の
評
弾
組
合
「
光
裕
公
所
」
に
つ
い
て
述
べ
る
。
や
は
り

上
掲
「
説
書
閑
評
」
ｐ
203
か
ら
取
っ
て
い
る
が
、
文
意
を
曲
げ
て
加
筆
し

て
い
る
。「
嘉
道
年
間
に
至
つ
て
説
書
の
興
行
振
り
は
極
め
て
卑
鄙
に
陥

り
、
女
藝
人
な
ど
交
じ
え
て
出
演
し
た
の
で
乞
丐
頭
か
ら
附
込
ま
れ
節
季

毎
に
必
ず
幾
分
か
の
金
錢
を
強
請
さ
れ
た
」、
紅
梅
は
附
加
し
て
、「
馬
如

飛
の
師
、
桂
秋
華
出
づ
る
に
及
ん
で
、
女
藝
人
を
交
じ
ゆ
る
者
を
混
檔
と

排
斥
し
、
之
れ
無
き
も
の
を
清
檔
と
稱
揚
し
た
」
と
、
原
文
に
な
い
「
女

藝
人
」
を
故
意
に
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、
功
労
者
の
桂
秋
華
は
未
詳
で
、

馬
如
飛
の
従
兄
「
桂
秋
栄
」
と
し
て
も
光
裕
公
所
と
の
関
連
史
料
は
な

い
。因

み
に
光
裕
公
所
は
、「
光
裕
社
出
道
録
」（
注
12
、
ｐ
186
）
に
よ
る
と
、

一
九
二
九
年
に
「
光
裕
公
所
一
百
五
十
年
紀
子
念
冊
」
を
出
し
て
い
る
か

ら
、
逆
算
し
て
乾
隆
四
十
一
年(

一
七
七
六)

の
設
立
と
さ
れ
る
。
因
み

に
、
元
の
場
所
が
、
一
八
六
〇
年
に
太
平
天
国
軍
に
壊
さ
れ
、
一
八
八
四

年
復
興
す
る
ま
で
移
転
し
て
い
た（

（（
（

。
前
文
に
続
け
て
、「
集
会
所
を
設
け
、

組
合
の
規
約
を
作
つ
て
大
に
廓
清
す
る
處
が
あ
つ
た
の
で
乞
丐
等
の
強
請

も
歇
み
、
漸
く
士
人
の
間
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
つ
て
き
た
。
而
し
て

馬
如
飛
等
其
後
を
繼
ぎ
」
と
あ
っ
て
、
こ
の
集
会
所
が
光
裕
公
所
で
、
そ

の
「
組
合
の
規
約
」
が
重
要
で
あ
っ
た
。
一
九
〇
六
年
の
『
光
裕
公
所
改

良
章
程
』（『
蘇
州
評
弾
旧
聞
鈔
』
ｐ
130
に
転
載
）
の
第
一
条
に
、「
凡
そ

同
業
の
者
で
女
説
書
と
伍
し
た
者
、
抑
も
女
の
弟
子
に
伝
授
し
た
り
隠
れ

て
営
業
し
た
者
は
、
調
べ
上
げ
て
協
議
の
上
処
罰
す
る
」
と
あ
る
か
ら

だ
。「
改
良
」
と
あ
る
か
ら
、
以
前
に
本
の
「
章
程
」
が
あ
っ
た
は
ず
で
、

紅
梅
も
こ
う
し
た
観
念
を
折
り
込
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
前
掲
「
対
馬
如
飛
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応
如
何
評
価
」（
注
10
、
ｐ
72
）
に
、
馬
如
飛
が
光
裕
公
所
を
再
建
し
た

と
、
如
飛
の
功
労
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
阿
英
『
女
弾
詞
小
史
』（
注
13
、

ｐ
188
に
転
載
）
に
よ
る
と
、「
女
弾
詞
」
は
確
か
に
一
九
世
紀
前
半
に
常

熟
か
ら
起
こ
っ
て
、
世
紀
の
後
半
に
入
る
と
、
蘇
州
で
盛
ん
に
な
っ
た
と

述
べ
て
い
る
し
、
同
じ
頃
、「
女
弾
詞
」
は
前
掲
の
『
滬
游
雑
記
』
に
も

「
青
楼
二
十
六
則
」
と
上
海
で
も
娼
妓
の
芸
と
見
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
更
に
益
々
刷
新
を
計
つ
て
光
緒
二
十
八
年
（
一
九
〇
二
）
説
書
學
校
設

立
の
企
て
も
あ
り
、
且
つ
慈
善
事
業
を
興
し
、
大
に
世
間
の
受
け
を
善
く

し
た
」
は
、
原
文
を
翻
訳
し
て
い
る
。
易
水
「
解
放
前
專
業
評
弾
組
織
」

に
は
、
こ
の
裕
才
学
校
の
設
立
時
期
は
、
一
九
〇
七
年
と
五
年
後
に
す

る
。
同
文
で
は
、
一
九
一
〇
年
互
助
会
「
益
裕
社
」
を
設
立
し
、
一
元
の

入
会
費
を
払
い
月
二
角
を
納
め
る
と
、
入
会
期
間
に
か
か
わ
ら
ず
死
亡
時

期
に
五
十
元
～
百
元
を
も
ら
い
「
義
冢
」
に
埋
葬
さ
れ
た
と
あ
る
（
注

25
）。
な
お
、
光
裕
公
所
は
民
国
元
年
「
光
裕
社
」
と
改
名
す
る
。
被
差

別
民
の
子
弟
は
往
々
学
校
に
拒
否
さ
れ
た
か
ら
自
弁
で
開
校
し
た
り
、
慈

善
事
業
を
し
、
遊
里
と
差
別
化
の
標
示
と
し
て
「
社
」
と
称
す
る
こ
と

も
、
こ
の
時
代
の
現
象
だ
っ
た
。

こ
の
後
、
光
裕
社
か
ら
離
脱
し
た
芸
人
が
新
興
の
上
海
に
新
し
い
組
合

を
結
成
す
る
話
に
な
り
、「
説
書
閑
評
」
（
１
）

の
原
文
は
「
謝
少
泉
が
上
海
に

行
っ
て
、
程
鴻
飛
、
沈
廉
舫
な
ど
と
「
潤
裕
社
」
を
創
っ
た
」
と
あ
る
だ

け
な
の
に
、
紅
梅
は
内
幕
を
漏
ら
し
て
い
る
。「
謝
少
泉
も
其
社
員
の
一

員
と
な
つ
て
い
た
が
、
叔
父
品
泉
の
爲
に
嫉
視
せ
ら
れ
常
に
壓
迫
を
受
け

て
ゐ
た
の
で
、
心
中
不
平
鬱
勃
た
る
も
の
が
あ
つ
た
。
恰
度
其
頃
少
泉
は

嘉
興
に
赴
き
、
沈
猶
庭
（
楊
小
亭
の
師
）
と
競
演
し
之
を
敗
っ
た
事
が
あ

る
。
其
後
裕
才
學
校
開
校
せ
る
ゝ
や
、
沈
は
其
校
長
に
任
命
さ
れ
た
の

で
、
少
泉
に
對
す
る
怨
み
を
晴
す
時
來
れ
り
と
、
口
を
公
憤
に
藉
り
て
大

に
彼
を
排
斥
し
た
。
又
叔
父
品
泉
も
少
泉
と
は
犬
猿
の
間
柄
で
あ
つ
た
か

ら
、
之
れ
幸
い
と
一
處
に
成
っ
て
彼
の
退
社
を
迫
つ
た
」
と
し
、
さ
ら

に
、
品
泉
の
情
婦
（
現
在
の
妻
）
が
少
泉
と
「
醜
關
係
を
結
」
ん
だ
こ
と

も
、
怨
み
の
種
だ
っ
た
と
芸
人
同
士
の
反
目
が
、
少
泉
の
上
海
進
出
の
原

因
の
一
つ
だ
と
述
べ
る
。
と
も
あ
れ
、
人
気
の
少
泉
は
上
海
で
、
程
鴻
飛

や
沈
廉
舫
ら
と
「
潤
裕
社
」
を
興
し
光
裕
社
と
対
抗
し
た
。
成
立
は
易
水

の
同
文
に
一
九
〇
〇
年
～
一
九
一
二
年
の
間
と
定
説
が
な
い
と
い
う
（
ｐ

218
）
が
、
時
代
が
近
い
「
説
書
閑
評
」（
一
九
一
九
）
に
、「
僅
に
七
八
年

の
新
団
体
」
と
あ
る
か
ら
、
民
国
成
立
前
後
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
の
後
、
沈
猶
庭
が
死
去
（
一
九
〇
九
年
）
し
、「
光
裕
社

長
及
び
裕
才
校
長
は
王
授
卿
の
襲
任
す
る
處
と
な
り
、
授
卿
は
少
泉
が
外

に
在
っ
て
勁
敵
と
な
る
事
を
憂
い
、
人
を
介
し
て
彼
の
歸
社
を
勧
告
し

た
」
と
あ
っ
て
和
解
し
た
よ
う
だ
。
た
だ
、
授
（
綬
）
卿
が
会
長
に
な
っ

た
の
は
民
国
元
年
（
一
九
一
二
）
と
も
い
わ
れ
る
の
で
、
わ
ず
か
数
年
後
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の
一
九
一
六
年
、
少
泉
は
世
を
去
っ
た
。
そ
し
て
、「
説
書
閑
評
」
に
は

最
大
勢
力
の
光
裕
社
に
新
興
の
「
潤
裕
社
」
は
「
毫
し
も
引
け
を
取
ら

ぬ
」
の
部
分
を
引
く
一
方
で
、
紅
梅
が
、「
唯
近
年
程
鴻
飛
が
獨
行
獨
斷

の
振
舞
あ
る
よ
り
朱
酉
山
は
會
費
を
出
し
た
り
金
を
出
し
た
り
す
る
事
は

御
免
だ
な
ど
と
言
つ
て
ゐ
る
。
又
同
社
の
元
勲
沈
廉
舫
は
旣
に
死
し
、
郭

少
梅
等
は
私
に
獨
立
の
野
心
を
抱
い
て
い
る
の
で
、
議
論
常
に
紛
々
、
又

成
立
時
の
團
結
を
見
る
事
が
出
來
な
く
な
っ
た
の
は
遺
憾
千
萬
で
あ
る
」

と
の
複
雑
な
内
情
も
告
げ
て
い
る
。

そ
の
他
、
原
文
か
ら
、
同
義
社
と
無
錫
の
光
裕
分
社
（
光
裕
社
と
は
無

関
係
）
を
外
し
て
、
鶯
湖
楔
社
・
寛
裕
社
・
華
和
團
（
萃
和
社
の
誤

写
？
）
の
三
団
体
を
挙
げ
る
が
、「
撰
り
屑
ば
か
り
」
と
価
値
し
て
い
な

い
。

六　

評
弾
の
通
弊
と
特
徴
（
原
題
「
あ
ら
さ
が
し
」）

　
　

二
二
～
二
六
頁

中
国
語
に
は
仮
名
表
記
が
な
い
の
で
、「
唯
師
匠
傳
來
の
話
を
耳
か
ら

口
へ
と
諜
舌
り
立
て
ゝ
ゐ
る
の
だ
か
ら
」
と
、
脚
本
は
あ
っ
て
も
話
芸
は

口
伝
で
、
発
音
の
近
い
漢
字
と
間
違
い
、
勝
手
に
辻
褄
を
合
わ
せ
て
い
る

と
、
そ
の
弊
害
を
述
べ
る
。
ま
た
、
登
場
人
物
同
士
の
時
代
不
一
致
、
真

面
目
な
人
物
に
わ
ざ
と
笑
い
を
取
る
た
め
下
品
な
こ
と
を
い
わ
せ
、
逆
に

淫
婦
を
烈
女
に
よ
う
に
語
っ
た
り
し
て
面
白
が
ら
せ
、
全
く
節
度
が
な
い

と
、
紅
梅
は
歎
い
て
い
る
。

紅
梅
は
「
あ
ら
さ
が
し
」
と
い
う
が
、
語
り
物
芸
能
の
通
弊
と
は
い
え

ず
、
ま
た
そ
の
特
徴
を
も
表
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
物
語
の
内
容
に
あ
る

構
成
・
人
物
に
共
通
の
型
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
、
い
か
な
る
語
り
物
に

も
共
通
す
る
こ
と
だ
。
あ
る
い
は
、
説
書
と
関
係
の
深
い
中
国
古
小
説
に

も
通
じ
た
点
が
あ
り
そ
う
な
の
で
、
紹
介
し
て
お
こ
う
。

説
書
は
端
役
の
名
前
を
使
い
回
し
て
、
例
え
ば
、
門
番
は
「
香
錫
蘇
」

か
「
無
常
鬼
」
の
名
で
、
弾
詞
は
お
嬢
様
の
恋
愛
物
が
多
く
、
必
ず
侍
女

が
出
る
が
、
秋
香
、
春
香
な
ど
と
「
香
」
の
字
が
付
い
て
い
る
。
ま
た
説

書
に
は
な
ぜ
か
よ
く
山
西
商
人
を
出
し
て
く
る
。
評
話
に
は
、「
必
ず
一

軍
師
が
出
て
來
る
。
三
国
の
孔
明
、
水
滸
の
呉
用
…
、
等
」。
少
々
間
抜

け
な
将
軍
が
現
れ
る
。「
三
国
の
張
飛
、
水
滸
の
李
逵
、
岳
伝
の
牛
皐
…
、

等
」。
そ
れ
で
、「
多
数
の
人
物
は
煎
じ
詰
め
れ
ば
」
数
人
の
役
に
帰
納
で

き
る
訳
で
あ
る
。
紅
梅
は
さ
ら
に
、
説
書
の
内
容
の
類
型
を
「
十
八
個
半

關
子
」
と
い
う
言
葉
で
示
し
て
い
る
。
挙
げ
ら
れ
た
十
八
類
は
、
以
下
の

と
お
り
で
あ
る
。

「
千
金
の
小
姐
（
秘
蔵
娘
）
花
園
に
遊
ぶ
」「
難
に
落
ち
た
る
公
子
、
状

元
に
中
る
。（
科
舉
に
及
第
）」「
小
奸
、
良
家
の
女
子
を
搶
う
」「
惡
僧
不
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軌
を
謀
る
」「
吃
人
參
果
（
人
に
善
事
を
施
す
）」「
贓
官
良
を
誣
ゆ
」「
小

奸
私
に
造
る
風
月
樓
」「
義
賊
割
鬚
盗
印
（
義
賊
鬚
を
剃
り
官
印
を
盗
み
、

官
吏
と
な
る
）」「
欽
差
（
天
子
の
使
）
私
に
察
訪
を
行
う
」「
誤
つ
て
驟

美
堂
を
撞
き
破
る
」「
義
賊
來
り
救
う
て
、
救
い
出
さ
ず
」「
師
父
或
は
師

兄
に
請
う
て
幫
同
し
て
該
寺
を
破
ら
ん
」「
惡
僧
は
地
窖
門
よ
り
逃
走
せ

り
」「
奸
臣
權
を
弄
し
て
忠
良
を
害
す
」「
家
を
抜
け
出
て
被
捕
の
難
を
免

る
」「
法
場
を
劫
す
」「
終
身
を
私
訂
し
冒
名
（
僞
名
）
し
て
科
に
登
り
（
官

吏
試
驗
に
及
第
し
）
蕃
を
平
ら
げ
功
を
建
て
、
仇
を
報
ゆ
大
團
圓
」「
武

場
を
設
立
」

そ
し
て
、「
現
在
の
説
書
は
此
種
の
キ
マ
リ
文
句
を
以
て
滿
た
さ
れ
て

ゐ
る
。
凡
そ
何
書
に
拘
ら
ず
。
此
十
八
門
を
脱
出
す
る
能
は
ず
。
…
一
字

一
句
を
も
易
へ
ぬ
と
は
笑
ふ
べ
し
」
と
結
ん
で
い
る
か
ら
、
紅
梅
は
「
あ

ら
さ
が
し
」
と
い
う
よ
り
も
、
文
字
で
練
り
上
げ
た
文
学
的
な
も
の
を
期

待
し
語
り
物
芸
が
共
有
す
る
特
徴
を
受
け
容
れ
な
か
っ
た
と
見
え
る
。

七　

組
合
の
行
事
と
資
格
（
原
題
「
説
書
の
神
」）

　
　

二
六
～
二
九
頁

光
裕
公
所
（
社
）
は
蘇
州
の
説
書
芸
人
を
統
御
し
て
い
て
、
会
員
だ
け

が
書
場
に
出
演
で
き
る
組
合
組
織
で
あ
っ
た
。
紅
梅
が
説
書
界
の
守
護
神

「
三
皇
」
を
ま
ず
説
い
た
の
は
、
そ
の
誕
生
日
（
旧
十
月
八
日
）
と
、
旧

正
月
二
十
四
日
と
の
年
二
回
、
説
書
界
へ
の
入
門
と
昇
進
の
審
査
が
あ
っ

た
か
ら
だ（

（（
（

。
こ
の
三
皇
は
諸
説
あ
り
、
紅
梅
は
「
馬
如
飛
は
之
を
神
農

（
漢
方
の
神
）
と
謂
つ
て
ゐ
る
」、
そ
し
て
、「
憂
鬱
の
症
あ
る
に
因
り
、

心
曠
神
怡
す
る
に
非
ん
ば
瘳
す
能
わ
ず
。
乃
ち
歌
詞
を
編
し
て
以
て
之
を

娯
し
ま
し
む
」
を
引
い
て
、
弾
詞
を
楽
し
め
ば
心
が
癒
さ
れ
る
と
解
し
て

い
る（

（（
（

。
公
所
は
、
あ
と
一
日
、「
七
月
十
五
日
に
は
特
に
僧
、
道
を
延
し

て
法
事
を
行
ひ
、
斯
道
先
輩
の
靈
を
慰
め
る
の
で
あ
る
」
と
お
盆
の
日
を

挙
げ
、
年
三
回
、
会
員
全
員
が
参
集
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

次
に
、
そ
の
入
門
・
昇
進
に
関
し
て
だ
が
、
紅
梅
の
文
言
は
少
し
く
混

乱
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
整
理
し
て
み
た
。
会
員
の
資
格
を
得
る
の
を

「
出
道
」
と
い
う
。
一
定
程
度
の
レ
ベ
ル
に
達
し
た
後
、
師
匠
に
連
れ
ら

れ
て
先
輩
会
員
達
の
集
会
（
茶
会
）
で
顔
見
せ
を
す
る
。
紅
梅
は
「
出

道
」
に
際
し
、「
錢
七
千
二
百
文
を
公
所
に
納
む
べ
し
（
但
し
納
め
た
か

ら
と
言
つ
て
此
金
は
公
所
に
没
収
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
即
ち
其
人
死

後
の
葬
式
費
用
に
充
つ
る
の
で
あ
る
）」、
さ
ら
に
「
偖
て
此
金
を
納
め
れ

ば
、
父
兄
及
び
師
長
は
仲
間
の
者
を
集
め
て
当
人
の
披
露
を
す
る
」
と
あ

る
。
さ
ら
に
、「
之
は
公
所
の
茶
室
の
仲
間
入
り
を
す
る
の
で
、
此
處
に

會
合
す
る
者
の
一
切
の
茶
錢
を
一
回
丈
け
支
拂
」
う
。
別
称
「
出
茶
道
」。

同
意
が
得
ら
れ
る
と
「
出
小
道
」、
即
ち
正
式
会
員
と
な
っ
て
、
舞
台
に
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立
て
る
の
で
あ
る
。

次
の
「
出
大
道
」
と
は
、
さ
ら
に
長
い
稽
古
と
実
践
を
経
て
か
ら
、
権

威
あ
る
師
匠
達
の
承
認
を
得
た
者
で
あ
る
。
か
く
て
、
弟
子
を
取
る
こ
と

が
許
さ
れ
る（

（（
（

。「
大
道
」
に
つ
い
て
は
、「
更
に
大
牌
小
牌
の
區
別
が
あ

る
」
と
し
て
い
る
が
、
紅
梅
の
説
明
は
曖
昧
で
あ
る
。
周
玉
泉
「
談
芸

録
」
に
よ
る
と
（
注
９
、
ｐ
121
）、
公
所
に
は
机
二
台
ほ
ど
の
面
を
持
つ

赤
松
が
描
か
れ
た
「
大
牌
」
と
、
同
じ
く
赤
松
の
机
一
台
半
大
の
「
小

牌
」
が
横
に
掛
か
っ
て
い
た
と
述
べ
、
さ
ら
に
「
出
小
道
」
は
名
が
書
か

れ
ず
、「
大
出
道
」
も
初
め
は
小
牌
で
、
五
年
過
ぎ
て
か
ら
大
牌
に
名
が

記
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
際
、「
隆
々
た
る
親
方
株
に
な
り
、
酒
筵
を
設

け
て
仲
間
の
者
を
御
馳
走
し
所
謂
出
大
道
酒
」
を
し
た
と
い
う
。
以
上
要

す
る
に
、「
出
小
道
」
入
門
→
「
出
大
道
（
小
牌
）」
弟
子
が
取
れ
る
→

「
出
大
道
（
大
牌
）」
大
幹
部
と
進
む
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
因
み
に
、

「
光
裕
社
出
道
録
」
は
、
同
治
五
年
（
一
八
六
六
）
か
ら
民
国
三
十
三

（
一
九
四
四
）
ま
で
の
出
道
し
た
芸
人
の
記
録
で
あ
る
（
注
12
、
ｐ
188
～

212
）。会

費
に
つ
い
て
、
紅
梅
は
「
大
牌
は
毎
年
錢
二
千
百
文
、
小
牌
は
錢
七

百
文
を
公
所
に
納
め
、
其
經
費
に
充
つ
る
定
め
で
あ
る
」
と
記
す
。
周
玉

泉
は
前
文
で
、「
大
道
」
を
一
日
一
元
と
述
べ
て
い
る
。
因
み
に
、
彼
が

入
門
時
に
支
払
っ
た
の
は
、
百
元
で
あ
っ
た
。
年
間
だ
と
、
こ
の
三
倍
を

超
え
る
が
、
妥
当
か
否
か
未
詳
で
あ
る
。
儀
式
は
「
司
年
」
の
役
割
で
、

他
に
「
司
月
」
が
お
り
、
老
幹
部
四
人
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
、
紅
梅
は

い
う
。
と
も
あ
れ
、
光
裕
社
は
上
掲
の
易
水
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
一
年

「
呉
県
光
裕
説
書
研
究
社
」
と
数
回
改
称
し
て
、
一
九
五
九
年
解
散
し
た
。

蘇
州
評
弾
の
芸
人
を
守
り
、
そ
の
話
芸
の
継
承
を
絶
や
さ
ず
、
組
織
を
維

持
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

む
す
び

紙
幅
の
関
係
で
、「
脚
本
と
流
派
」
及
び
末
尾
の
「
春
典
」（
業
界
用
語
）

は
割
愛
し
た
。
前
者
は
前
節
と
重
複
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
後
者
は
和
訳

辞
典
だ
か
ら
で
あ
る
。
非
文
字
文
化
の
「
説
書
」
は
紅
梅
に
も
「
大
道

楽
」
で
あ
っ
た
か
ら
、
記
述
も
疎
略
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
も
、
紅
梅
の

稿
は
、
自
ら
が
生
活
の
一
部
と
し
て
親
し
く
見
聞
き
し
た
も
の
の
記
述

で
、
言
及
し
た
芸
人
は
百
九
名
に
及
ぶ
。
音
声
言
語
芸
能
の
研
究
も
な

か
っ
た
当
時
、
日
本
人
に
伝
え
る
の
は
、
至
難
の
業
で
あ
っ
た
ろ
う
。
紅

梅
が
思
案
し
た
筋
立
て
な
の
で
、
拙
稿
は
そ
の
意
図
も
あ
ろ
う
か
ら
、
彼

の
稿
の
順
に
し
た
が
っ
て
述
べ
た
。

評
弾
史
研
究
も
か
な
り
進
展
し
て
い
る
が
、
文
字
史
料
は
豊
富
と
も
い

え
ず
正
確
と
の
確
証
も
な
く
、
老
芸
人
の
回
想
に
頼
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
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多
い
。
紅
梅
の
生
活
し
た
民
国
初
期
の
評
弾
界
は
、
そ
の
老
芸
人
の
さ
ら

に
師
匠
の
時
代
で
、
紅
梅
の
言
説
は
そ
の
空
白
を
埋
め
る
意
味
も
あ
り
、

重
要
で
あ
る
。
筆
者
の
評
弾
に
対
す
る
理
解
は
決
し
て
深
く
な
い
の
で
、

最
も
完
備
し
た
『
評
弾
文
化
詞
典
』
を
是
々
非
々
で
参
考
に
し
た
が
、
紅

梅
の
言
及
し
た
内
容
で
、
こ
の
詞
典
に
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
人
物
・
事

柄
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
評
弾
史
の
遺
漏
が
ま
だ
存
在
す
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

拙
稿
の
目
的
は
、
既
述
の
如
く
一
九
二
一
年
以
前
、
民
国
初
期
の
隆
盛

期
、
ラ
ジ
オ
の
「
空
中
書
場
」
も
始
ま
る
評
弾
黄
金
期
以
前
の
説
書
界
の

様
々
な
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
で
あ
る
。
今
日
に
繋
が
る
有
力
な
流
派
が

形
成
さ
れ
る
前
の
事
柄
は
、
触
れ
る
論
攷
が
少
な
い
。
紅
梅
の
稿
は
豊
富

な
情
報
を
包
含
し
て
お
り
、
拙
稿
は
そ
れ
を
掬
い
取
っ
て
、
初
歩
的
な
吟

味
を
行
っ
た
。
筆
者
の
浅
学
ゆ
え
、
初
探
の
域
を
出
な
い
も
の
と
な
り
、

ま
た
紙
幅
の
関
係
で
十
分
尽
く
せ
な
い
部
分
も
あ
る
。
だ
が
、
拙
稿
が
優

れ
た
江
南
の
説
書
と
い
う
非
文
字
文
化
研
究
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
甚
で
あ

る
。筆

者
が
香
港
留
学
中
、
蒋
月
泉
な
ど
の
歌
を
レ
コ
ー
ド
で
聴
い
て
弾
詞

の
虜
に
な
り
、
呉
語
を
習
っ
た
の
は
、
一
九
七
〇
年
前
半
の
こ
と
で
あ

る
。
帰
国
後
、
新
内
の
岡
本
文
弥
師
か
ら
名
師
の
三
弦
を
賜
り
、
八
〇
年

代
に
は
上
海
・
蘇
州
で
直
接
鑑
賞
す
る
機
会
を
得
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず

紹
介
の
短
文
を
一
篇
書
い
た
に
す
ぎ
な
い
（
注
29
）。
改
め
て
、
紅
梅
の

熱
意
に
頭
が
下
が
る
思
い
だ
。

お
わ
り
に
、
兼
任
講
師
を
担
当
し
た
ご
縁
で
、
こ
う
し
た
非
文
字
文
化

に
関
す
る
論
攷
を
取
り
上
げ
て
下
さ
っ
た
國
學
院
大
學
の
諸
先
生
に
深
く

お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

二
〇
一
六
年
八
月

注（１
）	

郷
下
人
『
小
説
覇
王
』（
第
五
七
期
）（
周
良
編
著
『
蘇
州
評
弾
旧
聞
鈔
』
江
蘇
人

民
出
版
社　

１
９
８
３
）
転
載
（
ｐ
201
～
203
）。

（
２
）	

王
廷
鼎
『
紫
薇
花
館
』（『
蘇
州
評
弾
旧
聞
鈔
』
転
載
（
ｐ
121
～
122
）
に
は
、
一
八

六
八
年
頃
、
上
演
は
、
昼
が
三
時
～
五
時
、
夜
は
九
時
～
十
一
時
と
あ
る
。

（
３
）	「
百
余
年
來
蘇
州
市
書
場
設
置
概
況
」（『
評
弾
芸
術
』
第
九
集
（
ｐ
201
〜
202
）
中

国
曲
芸
出
版
社　

１
９
８
８
）。

（
４
）	

倪
萍
倩
「
上
海
書
場
発
展
概
況
」（
同
上
、
第
五
集
ｐ
245
〜
251
、
１
９
８
６
）。

（
５
）	

羅
叔
銘
「
閒
話
書
場
」（
同
上
、
第
九
集
ｐ
262
、
１
９
８
８
）。

（
６
）	

徐
雲
志
口
述
「《
三
笑
》
的
整
理
和
加
工
」（
同
上
、
第
一
集
ｐ
93
、
１
９
８
２
）。

（
７
）	『
上
海
案
内
（
第
七
版
）』（
金
風
社　

１
９
１
７
）（
ｐ
145
～
6
）「
書
館
」
に
、

主
眼
は
弾
詞
の
唱
篇
を
歌
う
娼
妓
「
唱
書
」
に
リ
ク
エ
ス
ト
を
し
て
ど
う
近
づ
く

か
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
隆
盛
時
に
は
二
百
人
も
い
た
が
、
今
は
山
西
路
の
「
小

広
寒
」
だ
け
と
あ
る
。

（
８
）	

漢
語
大
詞
典
出
版
社　

１
９
９
６
。

（
９
）	

周
玉
泉
「
談
芸
錄
」（『
評
弾
芸
術
』
第
七
集
ｐ
113　

中
国
曲
芸
出
版
社　

１
９
８
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７
）
か
ら
、
紅
梅
が
紹
介
し
て
い
る
の
は
「
漢
口
路
」
に
移
転
し
た
後
の
「
新
留

春
園
」
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、「
表
」
に
は
一
九
一
八
年
頃
営
業
と

あ
る
の
は
「
新
留
春
園
」
で
、「
留
春
園
」
は
さ
ら
に
早
く
営
業
し
て
い
た
こ
と

を
知
る
。

（
10
）	

匡
雲
声
「
対
馬
如
飛
応
如
何
評
価
」（
同
上
、
第
二
集
ｐ
69
、
１
９
８
３
）。

（
11
）	

倪
萍
倩·

周
雲
麟
「
馬
如
飛
軼
聞
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
人
気
二
演
目
と
も
丁
日
昌

の
禁
演
演
目
に
な
っ
て
い
た
（
同
上
、
第
九
集
ｐ
162
、
１
９
８
８
）。

（
12
）	「
光
裕
社
出
道
録
」（
同
上
、
第
八
集
ｐ
191
、
１
９
８
７
）。

（
13
）	

顧
鴻
希
・
浦
熙
炎
・ 

孔
萍
「
常
熟
評
弾
史
話
」（
同
上
、
第
九
集
ｐ
196
、
１
９
８

８
）。

（
14
）	

上
記
（
注
13
）
ｐ
196
に
は
、
蘭
庵
が
『
春
声
日
報
』
の
編
集
を
し
、『
戯
雑
誌
』

に
筆
名
で
投
稿
し
た
と
あ
る
一
方
、
蘭
庵
が
日
本
の
占
領
下
職
を
得
て
い
た
た
め

殺
さ
れ
た
こ
と
、
そ
の
た
め
か
弟
も
医
術
に
転
職
し
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い

る
。

（
15
）	『
評
弾
芸
術
』（
第
五
集
ｐ
203
、
１
９
８
６
）。

（
16
）	

同
上
、
第
二
集
「『
三
笑
』
開
創
了
弾
詞
的
喜
劇
風
格
」（
ｐ
57
～
ｐ
59
、
１
９
８

３
）。

（
17
）	

竺
少
華
点
校
本
（『
三
笑
』（
岳
麓
書
社　

１
９
８
７
）
と
呉
語
方
言
の
附
録
が
付

い
た
曹
中
孚
整
理
本
（
上
海
古
籍
出
版
社　

１
９
９
０
）
が
あ
り
、
後
者
の
「
前

言
」
ｐ
9
～
10
に
諸
本
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

（
18
）	

原
文
は
１
９
３
１
年
9
月
22
日
『
新
聞
報
・
快
活
林
』（『
評
弾
芸
術
』
第
五
集
に

転
載
ｐ
242
、
１
９
８
６
）。

（
19
）	「
黃
兆
麟
」（『
評
弾
芸
術
』
第
四
集
ｐ
245
～
ｐ
248
、
１
９
８
５
）。

（
20
）	

周
良
主
編
『
評
弾
知
識
手
冊
』（
上
海
文
芸
出
版
社　

１
９
８
８
）
ｐ
38
で
は
、

姚
御
章
と
す
る
。

（
21
）	

上
掲
の
葛
元
煦
『
滬
游
雑
記
』（
１
８
７
６
）
ｐ
128
～
129
巻
二
「
青
楼
二
十
六
則
」

に
「
兪
（
虞
）
調
」
は
本
題
の
前
の
小
篇
「
開
篇
」
を
琵
琶
伴
奏
で
演
唱
す
る
。

随
分
前
か
ら
の
も
の
で
細
や
か
で
物
静
か
だ
。「
馬
調
」
は
物
語
を
演
唱
す
る
も

の
で
、
同
治
の
初
期
の
馬
如
飛
が
創
っ
た
曲
調
で
余
韻
が
な
く
話
し
て
い
る
よ
う

だ
と
述
べ
て
い
る
（
上
海
書
店
出
版
社　

２
０
０
６
）。

（
22
）	「
上
海
書
場
發
展
概
況
」（
注
４
）
に
、
清
末
に
娼
妓
の
演
唱
が
人
気
を
得
た
が
、

民
国
に
入
っ
て
衰
え
た
た
め
書
場
に
換
え
た
広
東
路
の
天
樂
窩
に
最
初
に
招
か
れ

た
と
い
う
（
ｐ
246
）。

（
23
）	『
評
弾
芸
術
』（
同
集
、
ｐ
76
、
ｐ
83
〜
87
）。

（
24
）	「
光
裕
公
所
重
建
宮
巷
第
一
天
門
三
皇
祖
師
殿
碑
記
録
」（
１
８
９
９
）、『
蘇
州
評

弾
旧
聞
鈔
』（
ｐ
47
転
載
）。

（
25
）	『
評
弾
芸
術
』（
第
九
集
ｐ
217
、
１
９
８
８
）。

（
26
）	

易
水
の
同
上
文
。
お
よ
び
周
玉
泉
「
談
芸
錄
」（
同
上
、
第
七
集
ｐ
121
、
１
９
８

７
）。

（
27
）	『
蘇
州
評
弾
旧
聞
鈔
』（
ｐ
65
）
王
綬
卿
「
識
三
皇
像
」
に
「
同
治
四
年
（
１
８
６

５
）、
馬
如
飛
は
漢
方
薬
界
が
信
奉
す
る
神
農
、
黄
帝
、
伏
羲
を
三
皇
に
指
定
し

た
と
書
か
れ
て
い
る
。

（
28
）	

周
景
標
「
徐
雲
志
的
芸
術
道
路
」（『
評
弾
芸
術
』
第
一
集
ｐ
158
）。

（
29
）	「
中
国
の
語
り
物
―
評
弾
に
つ
い
て
」（『
季
刊
邦
楽
』
ｐ
64
～
68
、
邦
楽
社
１
９

８
６
）。


